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「マーガレット、私、〝良いこと〟を思いついたの」

　主人の言葉に、侍女のマーガレットはまたか、と内心思った。

　マーガレットの主人であるベアトリクス・トゼーフは由緒正しきトゼーフ侯爵家の長女である。

　淡いピンク色の髪はふわふわとした綿毛のよう。好奇心旺盛に煌めく瞳は鮮やかなエメラルドグリーンで夏の海を思い出させる。ちょこんとした鼻が彼女に愛嬌を与えており、十七歳という年頃の女性としてはいささか幼く見えがちだ。それでも黙っていればそれなりに上品な貴族の娘に見えなくもない。

　黙っていれば、だ。

　実際のベアトリクスは、「〝良いこと〟を思いついたの」と言うたびに珍妙な案ばかり考えつくかなり変な姫君だということは、限られた人間だけが知る公然の秘密だ。

　残念なことに、隠しても隠しきれないこと、というのはある。

　今もマーガレットに対し、キラキラとした目で話そうとしているベアトリクスは、見た目だけは文句なく可愛い。

　私の可愛いお姫様、とマーガレットも思いながら仕えてきたが、それでも限度というものがあった。

　できれば聞きたくないと思いつつも、マーガレットは侍女として、笑みを絶やさず主人に問いかける。

「まあ、それはどういった内容ですか？」

「私、婚約破棄しようと思うの！」

　マーガレットの笑顔が強ばった。

　常日頃、突拍子のない主人だと思っていたが、本当に突拍子がなさすぎた。

「大変失礼ではありますが、どなたとどなたの婚約を破棄したいと仰っているのですか？」

　言葉が乱暴にならないように、至極丁寧にマーガレットが確認すると、ベアトリクスは答える。

「もちろん、シモン様と私の婚約よ！」

「それは、シモン・フォン・オレンデセウ殿下との婚約を破棄したいということで……？」

「そうよ」

「我が国、クゼオンダ国第二王子の、シモン殿下との婚約だと……」

「私が婚約している人は彼だけでしょう？　わかりきったことを何度も言わないで」

　マーガレットこそ、そんな相手との婚約をよく破棄したいと言えるなと思ったが、それは口には出さない。

　シモンはこの国の第二王子だ。ゆくゆくは降臣して公爵位に就く予定で、今は貴族の多く通う王立貴族学院の名誉客員として教鞭をとっている。国の教育分野に造詣の深い天才である。

　その上、流れるように煌びやかな金髪に、どこかアンニュイな視線が魅惑的だと言われる大変美しい男性だ。年齢も十九歳と、ベアトリクスとはすべてが兼ね合った申し分のない相手と言える。

　一時期、あまりにも優秀だったので、彼こそ皇太子に相応しいと祭りあげようとした貴族がいたとかいないとか聞いたが、そうなると、この可愛らしい姫様が王妃になってしまうので、そうならなくてよかったと、失礼ながらもマーガレットは思っていた。

　本当に失礼ながらではあるが、心底、自分の主人であるベアトリクスを思いやれば、彼女に王妃という大役は、荷が勝ちすぎていると思ったからだ。

　かといって、第二王子の婚約者でも相応しいかと言えば、それは家格的には申し分ないと言えるが、公爵夫人としては……まあ、一緒に嫁ぎ先までついていくつもりのマーガレットにとっては、なんとかなるというか、あの天才の奥方になるのであれば、天才の方でなんとかしてくれると信じているので不安はない。

　そんな感じの、マーガレットにとっては不安もあるが可愛い大切な姫様の、突然の婚約破棄をしたいという言葉に、一瞬意識が遠のいた。

　それでも精一杯、気を失わないように踏ん張って、ベアトリクスに理由を尋ねる。

「ベアトリクス様、失礼ですがいったいどうしてそのようなことを思いつかれたのですか？」

「実は前から思っていたの……」

　ベアトリクスが目を伏せて、物憂げな表情になった。

　主人のそのような顔は、いつも笑顔の似合う姫なので、とても痛ましい。マーガレットはベアトリクスを労るように問いかける。

「何かあったのですか？」

「シモン様って美しすぎると思わない？　私、殿方はもっとムキムキのマッチョがいいと思うの！」

　何を言ってるんだ、この小娘は。

　今度こそ、口から出そうになった暴言をすんでのところでマーガレットはこらえた。

　侯爵令嬢という身分に生まれ、尊い教育を受けておきながら、時折こう、どうしてベアトリクスはズレているのかと本当に残念に思ってしまうのだが、それも可愛らしいと思ってしまうのは彼女の性質故であることもわかっている。

　純粋無垢で好奇心旺盛。知りたいことへの欲求は強いが、興味のないことにはまったく関心を示さない。そのくせ、人に対しては侯爵令嬢らしいとはまったく思えない距離感で相手を思いやる。

　良くも悪くも、善人な主。それがマーガレットの主人であるベアトリクスだった。

　しかし、善人奇人の考えることは、時として突拍子もないで済まされないことも多すぎる。

　今のように無邪気に自分は別の男性がいいなどと口を滑らせたところを、もし万が一他の貴族の方に聞かれたらと思うと、背筋に冷たいものが流れるだけでは済まない。

　真っ青になっているマーガレットの様子に気づかず、ベアトリクスは邪気のない笑顔で続きを話していく。

「熊さんみたいに大きくて、ムキムキーっとした人って憧れるけど、シモン様はそんな感じじゃまったくないでしょう？　結婚式とかにも二人で並んだら、新婦が二人みたいに見られちゃいそうじゃない？」

「そんなことは、まったく、これっぽっちもあり得ないと思いますが！」

　全力でマーガレットはベアトリクスの意見を否定する。

　確かにシモンはとても美しい。並の美人であれば隣に立っても霞んでしまうだろう。

　しかし、主人であるベアトリクスはシモンとは美しさの観点では種類が違うとマーガレットは思っている。

　美の神様に愛されていると言わしめるのがシモンであれば、ベアトリクスはもきゅもきゅの神様に愛されている。もきゅもきゅの神って何だと言われるかもしれないが、とにかく美人ではないが可愛いのだ。

　くるくると変わる表情も、ぷにっとした手も、甘ったるい声も、全部可愛い。

　だからシモンと並んでも見劣りすることはまったくない。二人の美は系統こそ違えど、並んだ姿は種類の異なるお人形を並べているようで、それはそれで趣があるといった感じだ。

「確かにシモン殿下はお美しいですが、ベアトリクス様もとても可愛らしいですよ。そんなことで婚約破棄なんて恐ろしいことを思いつかないでくださいませ」

　もっとよく考えろと暗に諭したが、当然ベアトリクスは気づかない。

　そういうところも鈍いのだ。この鈍さも含めてポンコツなところが可愛いのだが、今は碌でもない思いつきを全力で阻止しなければならない。

　しかし、ベアトリクスは強情でもあった。

「それでね、〝良いこと〟を思いついたのよ！」

　最初の台詞にまた戻って、碌でもない考えをベアトリクスは披露しようとする。

「ベアトリクス様。婚約破棄など、こちらから申し出ては、王家に泥を塗るようなものでトゼーフ侯爵家としても決して〝良いこと〟では……」

「だからね、シモン様から婚約破棄してもらおうと思うのよ！」

「は？」

　ついにこらえきれず口から主人の意向を疑う声が漏れてしまった。

　ベアトリクスはそれにはかまわず、人差し指をピンと立てて妙案を口にする。

「隣の国で、王子様が子爵の娘に恋をして、婚約者だった伯爵令嬢と婚約破棄したと聞いたわ」

「はあ……」

　巷で持ちきりのゴシップネタに、誰がベアトリクスにそんなことを吹き込んだのかと思った。

　確かに隣の国では末の王子と子爵令嬢のロマンスで非常に賑わっている。婚約破棄された伯爵令嬢は子爵令嬢にかなりあくどい意地悪をしたらしく、末王子はそのあまりの悋気りんきの激しさに彼女との婚約破棄を言い渡したという。

　まるで大衆演劇さながらの大事件に、件の伯爵令嬢は『悪役令嬢』という蔑称までつけられる始末で、彼女は今、ひっそりと領地で伏せっているらしい。

　隣の国の事情など、マーガレットには知ったことではないが、主人がその話の何に惹かれたのかさっぱりわからなかった。

「だからね、私も悪役令嬢になろうと思うの！」

　胸を張ってベアトリクスがそう言った。

　マーガレットはその姿に、安堵した。

　なぜならば、ベアトリクスはどうやっても悪役になれるような娘ではないからだ。彼女が十歳のときから七年間、仕えてきたマーガレットは断言できる。

　ベアトリクスは悪役令嬢にはなれない。

「まあ、そうですか。そうですか」

　適当に相づちを打ちながらマーガレットはベアトリクスから手を離すと、そそくさと彼女の朝の身支度を再開する。

「悪役令嬢になって、シモン様のお相手の令嬢を虐めたら、きっと私の婚約も破棄されると思わない？　そうしたら、シモン様は好きな方と結婚できるし、私もマッチョッチョな殿方を探せるわ！」

　ドレッサーの前に座らせて、ベアトリクスの髪を梳きながら、マーガレットは尋ねる。

「ところで、シモン殿下には他に好きな女性がおられましたでしょうか？」

「うーん……」

　思いつかなかったらしく、コテンと可愛らしく小首を傾げる姫に対して、マーガレットはふふふと笑った。

　そんな相手、一人しかマーガレットは知らない。

　そもそもこの婚約も、ベアトリクスが十歳のとき、王家から直々に打診されたものなのだ。

「さあ、殿下がお迎えに来られるまでに、お支度を調えてしまいましょうね」

　彼女が学院に通っている間、どうしても傍にいたいと言って学院の名誉客員にまでなって目を光らせているシモンが、ベアトリクス以外によそ見をするはずがないのだ。

「私、頑張って立派な悪役令嬢になるわ！」

「はい。頑張ってくださいましね」

　いつものように主人を励ます。

　ベアトリクスの賑やかな一日はこうして始まった。
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「おはよう、ベアト。今朝はとってもご機嫌だね」

　自分に向かって朝から麗しい微笑みを向けてくるのは、婚約者でもあるシモンだ。

　朝の光で照らされた金の髪は、後ろで緩く束ねられているが肩に一房流れる様は零れた星の欠片のようだ。そしてこちらに向けられるオークウッドの色をした瞳は、とろりと蜜を蓄えた楓の木のように瑞々しく艶やかだった。

　今朝も相変わらずシモンは完璧なまでに美しい。

　朝の光にも負けず劣らず煌びやかだとベアトリクスは思いながら、エスコートされて豪奢な王宮御用達の馬車に乗り込む。

　ふかふかの椅子に座ると、対面にシモンも腰掛けて馬車は学院へと向かう。

「本当にご機嫌だね。何があったのかな？」

　足を組んでこちらを見つめるシモンは、まるで一体の彫刻のように神々しかった。そんな彼は、いつもと同じように座っているベアトリクスの、わずかな表情の違いを見落とすことなく気づいた。

　ベアトリクスは相変わらず勘の鋭い方だと思いながら、今朝、マーガレットに話したように口を開く。

「実は今朝、とっても〝良いこと〟を思いついたんですよ」

「ベアトの〝良いこと〟は碌でもないことが多いから、それは心配だな」

「まあ、マーガレットはそんなこと言いませんでしたよ！」

「じゃあ、どんな〝良いこと〟を思いついたんだい？」

「それはですね婚約破――」

　思わず言いかけて、慌ててベアトリクスは口を手で押さえた。危うく本人に言いそうになってしまったことに、口を押さえながらシモンを見つめると、対面の彼は「ん？」と優しげに小首を傾げた。

　金色の髪がサラリと彼の肩を滑り落ち、窓から差し込んだ朝の光が美しい顔に陰影を作る。

　ベアトリクスは話すことも忘れて、うっとりとその顔に見惚れた。

「ふわあ……シモン様、今日もとってもお綺麗ですね……」

　心の中で思っていたことをダダ漏れで告げると、シモンは「ありがとう」とまた微笑んでくれた。

「ベアトは、今朝食べたジャムが口の端につきっぱなしだよ」

「えっ」

　シモンの細くて長い指がそっと伸びてきて、ベアトリクスの口元を拭う。そのまま指を自分の唇に寄せてペロリと舐めたあと、

「オレンジのマーマレードだ」

　と笑った。

「シモン様……！」

　ベアトリクスはいよいよ顔を赤くする。丸いほっぺがほんのりと桃色に染まる姿に、ずっと笑っていたシモンはさらにいっそう表情を緩める。

「ふふふ。僕の可愛い小鳥さんは今日もお寝坊さんだったのかい？」

「そんなことはないのです！　ただ、いろいろとマーガレットと話していたので……！」

「おやおや、そんなに話すほど〝良いこと〟を思いついたのかな？」

　まさか悪役令嬢になって、シモンの好きな子を虐め抜いて婚約破棄してもらうのだとは、さすがにベアトリクスも言いづらく、少しだけ黙った。

「それは僕に関係すること？」

「……知りません」

　バレバレな態度に、シモンは「ふふふ、何かな？」とまた笑った。

　もし彼が、その内容をここで聞き出していたのならば、全力でそれを阻止していたかもしれないが、残念ながらベアトリクスの小鳥のような愛らしさにめろめろになっていたシモンは、そこまでの追及をしなかった。

「さあ、ベアトリクス、もうすぐ学校だよ。今日も一日、勉強頑張っておいで」

「はい！」

　馬車がゆったりと学院内の降車場所までたどり着く。

　王立の貴族学院は、貴族のための学院なので馬車通学が一般的だ。首都に別宅や本宅がある上位貴族はもっぱら馬車で通学し、地方領主に多い下位貴族は寮暮らしの者が多い。

　ベアトリクスは当然前者であったが、学院に入って以来、自家の馬車で通学したことは一度たりともない。

　なぜなら毎日、シモンが王宮から彼女を迎えに侯爵邸まで訪れるからだ。

　今もロイヤル馬車から優雅に降り立つシモンに、周囲からため息が漏れた。

「相変わらずシモン殿下は本当にお美しいですね」

「ええ、本当に……」

　学生たちがそうしてひそひそと話している中、シモンが馬車の中に向かって手を差し伸べると、ちょこんとそれに手を乗せて現れるのは、婚約者のベアトリクスだ。

　淡い桃色の髪がふわふわと愛らしい妖精のような姫だと言われていることを、ベアトリクスは知らない。基本、自分のことも、周囲の声もあまり聞かない性質たちだからだ。

（シモン様のお相手をがっつり探しましょう！）

　ぴょんっと飛び降りたベアトリクスは、一人、野望を胸に学院内に入っていった。

　もちろん、自分の席までシモンがエスコートしてくれる。

　普通ならそんなことあり得ないはずなのだが、入学して以来、ずっとそうなのでベアトリクスはそれが異常なこととは気づかない。

「そういえばシモン様は、どんな女の子がお好きですか？」

　歩きながらシモンに問いかけると、彼はわずかに目を見開いた。

「僕の好きな子は、見ていて飽きない子だよ」

「なるほど、見ていて飽きない……うわっ！」

　何にもないところでベアトリクスが転がりそうになるのを、いつもの通りにシモンが受け止めた。

「ベアトリクス、考え事をしていると足がもつれてしまうのだから、気をつけて。君はいつも見ていないとすぐ転びそうになるんだから」

「ありがとうございます、気をつけます！」

「返事だけはいいのに、いつも同じことを繰り返すよねぇ」

「えへへ」

　ベアトリクスがふにゃあと顔を緩めて恥じらうと、シモンは突然立ち止まり口を押さえた。

「シモン様、どうしました？」

「あと一年……あと一年の辛抱だ……」

　たまにシモンはブツブツと小声で何かを唱えるのだが、ベアトリクスには彼の顔が遠いのでよく聞こえない。今もなんと言っているのか聞こえなかったが、ベアトリクスはいつものことだとそのまま自分のクラスへと入る。

「おはようございます、ベアトリクス様」

「おはようございます、皆様」

　ベアトリクスのクラスは女子のみで編成されている特別学級だ。最終学年の今年からこのクラスになった。

　貴族学院の中は、最終学年だけは、男子クラス、女子クラスが存在する。親からの希望制で、女子クラスに入る女子は圧倒的に婚約者持ちが多い。卒業前に何か問題があっては困ると考える親も多いからだ。

　ベアトリクスの場合は、なぜか両親よりシモンが率先してベアトリクスは女子クラスだと決めてしまったが。

「それじゃ、今日も勉強頑張ってね、ベアト」

「はい。シモン様もお勤め頑張ってくださいね」

　シモンは見目麗しい顔で微笑むと、そのままクラスを去っていった。相変わらず去り際まで美しい男性だ。

「ベアトリクス様、いつもシモン殿下のエスコートで羨ましいです」

　隣の席の令嬢がベアトリクスに話しかけてくる。丸い眼鏡を着けた彼女は、トレイナ男爵令嬢だ。学院内では、親の家格などは無視していいことになっているので、ベアトリクスも相手は男爵令嬢だが気軽に答える。

「そうかしら」

「そうですよ！　あんなに素敵な方がいつでも傍にいてくださるなんて、本当に羨ましい限りです」

（そういえば、トレイナも男爵令嬢だからお相手としてはいいのかしら……）

　そう思ったが、トレイナも女子クラスということは婚約者がいるかもしれない。

「トレイナだって婚約者がいるのではなくて？」

　そう尋ねると、トレイナは眼鏡を反射させながら、「二十も年上の子爵ですが、おりますね」と答えてくれた。

「まあ、嫁ぎ先がないよりはいいと思いますが」

　なんと言っていいのか少しだけ困ったが、トレイナのような例も少なくはないのが貴族社会だ。一番惨めなのは結婚相手がいないこととされるような風潮なのだから、年が大分離れていても婚約者がいて、しかも相手が自分の家より格上な分、トレイナは幸運だとも言えた。

　朝もマーガレットに窘められたが、わざわざ決まっている婚約を破棄したいと思うベアトリクスの方が変わっているのだ。

（まあ、それでも婚約破棄、できるならしてみたいのよね……）

「んんん～　どっかに平民上がりの家格の低い令嬢っていないかしら」

　ベアトリクスがぼやくと、トレイナが「あら」と声を上げた。

「ベアトリクス様、ご存じなのですか？」

「何をかしら？」

「この前、平民上がりの男爵令嬢が転入してきたのですよ。カラベルト男爵家のご令嬢らしいのですが、実は隠し子だったと言われている方が入ってきたんです。あ、でも隠し子ってことは内緒のお話ですよ」

　トレイナが口に指を当てて「しーっ」と言った。

　どうやら件の令嬢の家庭環境は秘密らしいが、そうやって秘密にしようとすることほど漏れやすいものだ。きっと他の人も何人かはそんな噂を聞いているのだろう。

　己の知らないところで自分の出生の秘密が噂になっている令嬢を可哀想にとは思ったが、平民上がりということに隣国と共通点を見いだして興味を持つ。

「どんな子なのかしら」

「とてもお美しい女性だそうですわ。そして優秀で、最終学年の編入試験にも一発合格なさったそうです」

「まあ、頭もいいのね」

　同い年の子の中には、下の学年を繰り返している生徒もいる。貴族という高貴な身分であるからこそ、きちんとした学問を修めさせようと厳しく取り決められているのだ。

　それを編入試験で一発合格というのだから、よほどの才女なのだろう。

「水色の流れる髪に理知的な横顔の大変麗しい女性で、下級生たちの間では、『お姉様』なんて言われているようですよ」

「それはすごいわね」

　それだけ眉目秀麗であれば、シモンの横に並んでも遜色ないだろうし、何よりシモンが好きになる相手としても相応しいと思えた。

　シモンはベアトリクスから見ても、完璧な男性だからだ。身体はほっそりとしてはいるが、学院にいた頃は剣術の模擬訓練では負け知らずだったと聞く。皆が王子だから手を抜いたというわけでなく、シモンは武芸にも秀でていたのだ。

　しかし本人は騎士となるよりは、研究などをした方が楽しいと言って、今では自分の研究所を持っている。昨年、その研究所で作った生理痛薬がとても良い出来で、生理のたびに痛い思いをしていたベアトリクスもとても助かったことは記憶にも新しい。

　そんなシモンなのだから、相手となる女性もそれくらい素敵であってほしいと思うのだ。

「それで、その令嬢はどのクラスにいらっしゃるの？」

「特Ａクラスですよ」

「まあ、本当に優秀なのね」

　特Ａクラスは将来国の重職に就くと言われるほどの秀才たちが集まっているクラスだ。

　毎日、遅くまで授業をするらしく、午後三つの鐘で帰ってしまうクラスのベアトリクスは、ほとんど彼らと面識はなかった。

　ベアトリクスはますますその男爵令嬢に興味を持った。

「どんな子なのかしら、会ってみたいわ」

「お会いになりたいのでしたら、休み時間は図書室によく行かれているようですよ」

　気を利かせたトレイナがそう教えてくれた。

「トレイナ、いつもありがとう。とても助かるわ」

　にっこりと花のようにベアトリクスが微笑んで礼を言うと、トレイナは嬉しそうに笑う。

「いえいえ。これくらい」

　このクラスの女子とはそれなりに仲がいい。特にトレイナとは男爵家と侯爵家で身分差は大きいが、こちらのことをよく気にしてくれるので話しやすい少女だった。

　自分の席に着くと、机の引き出しに手をかける。引き出しを開くと、見覚えのない手紙が一通。

　ここ最近、ずっと彼女のもとへ届くそれに、ベアトリクスはコテンと首を傾げてから引き出しを閉じた。机は各個人に一つずつ。席は決まっているのでおそらく誰かが自分宛に入れた手紙だ。

　恋文――と言われるような物ではないのは、以前も同じような手紙が入っていて内容を確認しているからわかっている。今回も同じ内容だろう。

　本来ならすぐに学院に届けなければならないことだったのだが、最初の手紙を確認してから放置している。

（そろそろシモン様に伝えないと駄目かしら……）

　なにぶん、こういうことは初めてなので悩みはしたが、ベアトリクスは少し考えたあと、結局そのままにした。

　どちらにせよ、今日、動けばまた変わるだろうと思ったからだ。

　授業開始の鐘が鳴り、教師が教室に入ってくる。

　これから休み時間までは、長くて短い講義の時間だ。退屈なときはとても長く感じられるそれは、今日に限って言えば短くなるだろうとベアトリクスはわかっていた。なぜならば休み時間に行くべき場所が決まっているからだ。

　手紙のことなど忘れて、ベアトリクスはうっとりとした目で男爵令嬢のことを考えていたが、教師もそんな彼女には決して触れようとせず、淡々と講義は進むのだった……。
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　休み時間、ベアトリクスはシモンの侍従に、図書室に向かうと告げた。いつも休み時間はどこにいるのか、シモンの侍従はベアトリクスに確認しにくるのだ。そして、ベアトリクスがいるところでシモンも当然のように休み時間を過ごす。それはベアトリクスが学院に入ってからずっと変わらない。

　ついでだから件の男爵令嬢とシモンが鉢合わせするといいなと思いながら図書室に入る。

（確か水色の髪……だったよね）

　そんな髪色の女子はあまり見たことがないので、きっとすぐに見つけられるだろうと図書室の中をうろつくと、すぐに該当の女子を見つけた。

「まあ……」

　思わず両頬を押さえて、声を上げてしまったが仕方ない。

　捜そうとしなくとも目に入ってくる。独特の雰囲気の令嬢が図書室にいた。

　本棚の前で本を選んでいる令嬢は、凜とした立ち姿だった。背筋がピンと伸びている。その背中に真っ直ぐに流れ落ちる水色の髪は大変美しい。

　間違いなく彼女が件の男爵令嬢のはずだ。

（お顔立ちはどうかしら）

　ベアトリクスは通路を挟んで隣の本棚に立って、横顔を盗み見る。

「可愛い……」

　涼やかな蒼い瞳にスッとした鼻筋。小さく閉じられた唇は淡いピンク色で、頬は透き通るような白だった。

　ぷっくらと子どものように丸い頬のベアトリクスとは、顔立ちからして違った。

　もっとよく見たいと思ったベアトリクスは、今度は彼女の立つ本棚の、後ろの本棚に回る。

　そこで脚立をガタゴトと引きずって、一番上まで登ってさらに本棚の上によじ登る。

　上から彼女を見下ろそうと思ったのだ。

　そのとき、少女がふと上の方へと視線を向けた。

　ベアトリクスは慌てて隠れたので、幸い彼女には気づかれなかった。

　彼女は手を伸ばして高いところの本をとろうとしているようだった。ベアトリクスより背は高く見えたが、それでも上までは届かないのだろう。しかも脚立はベアトリクスがこちら側に持ってきてしまっている。

　本棚の上で、ベアトリクスは困った。

（どうしよう、上から本をとってあげるべきかしら？）

　だが、いきなり本棚の上から本をとったら驚かれないか心配だ。

　そもそも、貴族の、しかも侯爵令嬢が本棚の上に登っていること自体が問題なのだが、ベアトリクスは一つのことに夢中になると他が見えなくなってしまうので、今も自分に向けられた周囲の驚愕の視線には気づかない。

　どうしよう……とそっと手を伸ばそうとしたとき、スッと令嬢の横に近寄った男性が一番上の棚から彼女が読みたがっていた本を手にとる。

「社会行動における集団心理か……ずいぶん難しい本を読むんだね」

　低すぎない優しい声には聞き覚えがあった。

　男性が令嬢に対して、社交辞令の笑みを浮かべながら本を渡すと、少女も社交辞令の笑みを浮かべて「ありがとうございます」と返した。

（ふわあああああああ……！）

　これは二人の出会いのシーンでは!?　と声なき感動をベアトリクスは覚えた。

　令嬢に本を渡したのはシモンだったのだ。

　真上からこんなシーンを見下ろせるなんて、めったにない体験だ。

　ベアトリクスは感動に打ち震えた。

（すごい！　美男美女！　正面からも見たい!!）

　なぜ自分が本棚でないのかとベアトリクスは残念がった。そして、少しでももっとよく二人を見たいという欲が出た。

（どうやればここからよく見えるかしら……そうだ！）

　閃いたと言わんばかりに目をキラキラさせたベアトリクスは、本棚の上で仰向けに寝ると、そのまま背を反らして頭を下ろしていく。

　よく清掃されている本棚の上にほこりがまったくなかったことは幸いだが、本棚の上で背を反らしながら頭を下ろしていく貴族令嬢というものは前例がないだろう。

　上半身を本棚の上から真下に下ろしていく姿は、貴族令嬢というよりは怪物じみていたとのちに証言した司書は、可哀想なことにその後部署替えになってしまったが、ベアトリクスはそんなことは知らないまま、大変危険な状態で頭を下ろしていた。

　ピンク色の髪がずるずると本棚の上から降りてくる。

「え……」

　さすがにそれには気がついた令嬢が声を上げた。

　彼女が恐る恐るこちらを見上げてくる。

「ひいっ！」

　思わず令嬢が声を上げてしまったが、それは致し方ないことだろう。

　本棚の上から、ピンク色の髪の女がずるずると頭から降りてきているからだ。しかもニタアと不気味に笑って。

「ああ、ベアトリクス。そんな格好だと頭に血がのぼってしまうよ」

　シモンはまったく動じることなく、うっとりとした目でベアトリクスを見つめて言った。

　それをさらに驚愕の目で見つめる令嬢。

　そんな二人を見て、「おにあいぃぃぃ」と思ったベアトリクスだが、だんだん頭に血がのぼってくる。しかも困ったことに頭が重いので本棚の上に戻れない。

「ふぇぇぇぇ……頭に血がのぼりますぅ……！」

「いえ、その前になんでそんなところに!?」

　令嬢が思わず突っ込んだが、それは正しい。しかし、今のベアトリクスにはどうすることもできずに、そのままずるっと頭の重さに耐えられず、本棚から真っ逆さまに落ちた！

「ぎゃーーー！」

　淑女というよりは猫のような声を上げてベアトリクスが目を閉じる。

　頭から落ちて、到底無事ではないと覚悟を決めたが、ごーんっと鐘を突くような衝撃はこなかった。

　ベアトリクスがゆっくりと目を開けると、彼女はシモンの腕にお姫様抱っこをされていた。

　どうやって頭から落ちるベアトリクスをそう抱き上げたのかわからない。わからないがすごい、そうベアトリクスは感心した。

「僕の可愛い小鳥は、本当に見ていないと何をするかわからないなあ」

　甘い声でシモンがそう言った。

「いや、何をするかわからないってレベルじゃないですよ、それ」

　シモンの横で顔を引き攣らせる令嬢に、ベアトリクスはハッと我に返った。

「そうだ、あなた！　お名前は？」

　シモンに抱っこされたまま問いかけると、令嬢は顔を青ざめさせたまま、それでも名乗ってくれる。

「セシリア・カラベルトと申します」

「じゃあ、あなたがカラベルト男爵の隠し子で、平民上がりの男爵令嬢ね！」

「そういうのはわかっていても、言わないもんじゃなくて!?」

　セシリアが反射で突っ込んでくる。

　ベアトリクスは彼女の鋭い物言いに、トクンと胸を高ならせた。

　普段、侯爵令嬢の彼女にそこまで厳しい物言いをする者はいない。セシリアの言い方はとても新鮮で、そして綺麗な女の子にそう言われることは何か別の感情をベアトリクスに起こさせた。

　マッチョな騎士様と恋をしたいと言いながらも、基本、ベアトリクスは面食いなのだ。シモンという美しい男性とずっと一緒にいるせいか、ナチュラルにそれが標準だと思っている。

　そんな彼女にとって、セシリアは最高ランクの美少女だった。そんな美少女が遠慮なくベアトリクスに物を言ってくる。平民上がりということもあったし、ベアトリクスが誰と知らないこともあったろうが、ベアトリクスにとっては最高の美少女だった。

「はあ……お姉様って言われるのがわかりますね……」

「ベアト、僕以外の人間をそんな目で見るのは駄目だよ」

　自分を抱いているシモンの手に力が込められたが、ベアトリクスはソレにはかまわず目をキラキラとさせながらセシリアに手を伸ばす。

「初めまして、私の名前はベアトリクス・トゼーフです」

「え、トゼーフ侯爵家の妖精姫……!?　妖怪の間違いじゃないの？」

　セシリアが一瞬目を大きく見開いたが、相手が侯爵家の令嬢だとわかると表情を整えて、淑女の礼をとる。

「し、失礼いたしました」

　もっとずけずけと言ってくれてもいいのに、きちんと相手の地位を見てすぐに対応できるところは、好感が持てた。さすが、優秀だと言われているだけはある。

　ベアトリクスは伸ばしていない方の手でシモンの胸元をぎゅっと掴むと、セシリアに向かって声をかける。

「セシリア、あなたと私は運命のソウルメイトだと思うのです。お友達になってくださいませ！」

「そ、ソウルメイト……」

「おや、ベアト。君の唯一はすべて僕じゃないと駄目だよ。ソウルメイトだなんて許せないな」

　自分を抱きかかえながらシモンがブツブツ何か言っているが、今はセシリアと繋ぎを作らなければならない。
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　悪役令嬢が虐める相手と友達になってもよいのかとか、そのようなことはベアトリクスの頭にはない。とりあえずこの綺麗で聡明そうな彼女と仲よくなりたかったのだ。

「とにかくお友達になってください！　よろしくお願いします！」

　セシリアはベアトリクスからの突然の申し出に一瞬、ぽかんとした顔になる。

「え、友達……？」

　ベアトリクスの言葉を反芻するかのように呟いたセシリアに対し、ベアトリクスは何の邪気もまったくない笑顔で頷く。

「そう、友達！」

「上位貴族の方ってもっとこう……下位に対して容赦なかったりしない……え……ええぇ……？」

　セシリアは何か小声でブツブツと呟いているが、何を言っているのかベアトリクスには聞こえなかった。鈴のように軽やかな声だから、いろいろ聞いてみたいのにとても残念だ。

　もっとセシリアと仲よくなるためにはどうすればいいのかと考えて、ベアトリクスはポンと手を打つ。

「そうだ！　最初はお茶会でお互いを知るのはどうかしら？」

「えっ、まだ私何も言って……」

「そうね、場所は学校の庭園をお借りして……」

「人の話、聞かないっ……！」

　セシリアがなぜか唖然としているが、ベアトリクスの頭の中はお茶会の準備でいっぱいだ。

　一方で、セシリアとの友好を深めようとしているのに、シモンはしつこい。

「ねえ、ベアト。なんで彼女がソウルメイトなの？　君のソウルメイトは僕じゃないの？」

　ベアトリクスはハエを追い払うように手を振りながら、

「シモン様は黙っていて」

　と言った。

　シモンは冷ややかな視線をセシリアに向ける。見つめられた相手が凍えそうな視線に、例に漏れずセシリアも顔を青ざめさせる。

　いったい、なんでこんなことに巻き込まれてしまったんだとその顔が物語っているが、ベアトリクスには見つめ合う二人が非常にいい雰囲気に見えた。

　自分がシモンに抱きかかえられていることなど、この際どうでもいい。

「ちょうど明後日は空き時間がありますから、学校の庭園を借りてお茶会をしましょう！　シモン様も絶対来てくれないと駄目ですよ！」

（だってセシリアの相手はシモン様なんだから！）

　ベアトリクスの言葉を聞いたシモンは途端に相好を崩した。

「なんだ、僕とお茶会したかったんだね。だったら、彼女はいらないと思うけど、まあ、いいか。いいよ、僕が腕によりをかけて王宮のお抱えパティシエに茶菓子を作らせるね。素敵なお茶会にしようね」

「それだとシモン様の腕は使ってないことになりませんか……？」

「僕の腕は常にベアトを抱きしめるためにあるからね！」

　矛盾しかないのだがぐいぐいと頬擦りする力に負けて、されるがままに放置してセシリアに微笑む。

「セシリア、お茶会、楽しみにしていてくださいね！」

　セシリアは綺麗な顔を引き攣らせたまま、

「は、ははっ。光栄です……」

　と小さく呟いた。

　こうして、国でも上位も上位の貴族と、それに巻き込まれた可哀想な男爵令嬢の茶会が決定した。
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　学校の庭園には、この季節色とりどりの花が咲いているが、今日はとても美しい。

　しかも、シモンがわざわざ王宮から運ばせたテーブルや椅子に並べられたティーセットも素晴らしいものばかりだ。

　本当はベアトリクスがすべて用意するつもりだったのだが、シモンが率先して動いてしまったので、何もすることなく今日を迎えてしまった。

　庭園に予定通りの時間に現れたセシリアは、また顔を青ざめさせた。

「え、これがあの、園芸部で手入れに失敗した庭園……？　たった数日でこんなに……」

　ブツブツと呟いていた彼女に、ベアトリクスは満面の笑みで駆け寄っていく。

「いらっしゃい、セシリア。今日は楽しいお茶会にしましょうね」

「お招きありがとうございます。こちら、男爵領で採れるハーブで作りましたサシェです。ベアトリクス様のお好みに合えばいいのですが……」

「まあ、ありがとう！」

　セシリアからのお土産を受け取ると、ベアトリクスはそのサシェの匂いを嗅いでみる。

　ほのかに甘い香りと、草のすっきりとした匂いがした。

「とっても自然な香りね！　私、大好きだわ、ありがとう、セシリア！」

　ベアトリクスがサシェを胸に喜ぶと、セシリアもようやく表情を和らげた。

「田舎くさい匂いだと馬鹿にされることも多いのですが、そう仰っていただけると嬉しいです」

「あら、馬鹿にする人は鼻がおかしいのよ。それに田舎の匂いも私は大好きよ。舞踏会の香水臭い匂いより、よほどこういった香りの方が自然で好き！」

「私も……そうです」

　セシリアがふんわりと笑みを浮かべる。その表情は、ベアトリクスの脳内ランクでは、並み居る美女を押しのけて、ダントツのトップだ。

（可愛い！　すごく可愛いわ！）

「さあ、座りましょう。今日はいっぱいあなたのことを知りたいわ！」

　すでにシモンは着席しているので、残り二つの椅子に座ることになるのだが、そこでハタとベアトリクスは気づく。

（どんな感じで座らせるのがいいのかしら？）

　椅子の位置は、異様にシモンに近い場所と、そこから対面になった場所に一つあった。

　仲よくするためには二人が横に座った方がいい気もするが、話すなら対面の方がいい。

　うーんと悩んでいると、シモンが「どうしたんだい？」と聞いてくる。

「ええと……話すなら対面の方がいいとは思うのだけど、仲よくするなら隣の方がいいわよねえ……と悩んでいるの」

「そうか、ベアトは今日、そんなに僕と話したかったんだね。いいよ、それじゃこの椅子は邪魔だ」

　ドカッと長い足がシモンの隣の椅子を蹴り上げた。王子にあるまじきことだが、すかさず影のように控えていた給仕がその椅子を片付けるのだから、よく訓練されている。

「ベアトはここにおいで」

　ポンポン、と自分の膝を叩くシモンに、ベアトリクスは思い巡らす。

（そうか、私はぬいぐるみみたいな感じでいれば、二人の邪魔にはならないわね！）

　ベアトリクスはニコニコとしながら、ずるずると対面の椅子をシモンの横に引っ張ってくる。シモンが蹴りあげて一つ椅子をなくしたのにわざわざ同じ位置に椅子を持ってくると、自分はシモンの膝にちょこんと座った。

　痩躯のシモンではあるが、小柄なベアトリクスなら簡単にその膝に収まる。

「セシリアはここ！」

　ニコッと邪気のない笑みを浮かべ、用意したシモンの隣席を指さした。

「え、ナニコレ？　拷問……？　新手の嫌がらせ……？」

　セシリアが下を向いてブツブツと呟いていたが、すぐに顔を上げるとニコッと微笑んで、「失礼いたします……」と椅子に座った。

　さりげなく給仕が引いてくれた椅子を見えない方の手で少しだけずらして二人から距離をとったが、ベアトリクスはそれに気づかなかった。

　そして、何とも奇妙な茶会が始まった。

「セシリアはどのようなお菓子が好きですか？」

「私はレモンピールが入っているそれほど甘くない菓子が好きです」

「ベアトはキャラメルが中に入った甘いお菓子が好きだよね」

「シモン様はコーヒーのような少し苦みの入ったお菓子が好きですよね」

　互いに好きな菓子について語り合うと、見事に三人とも好きなものが違った。

　しかし、シモンは抜かりなく、セシリアの好きな菓子もきちんとテーブルに用意している。

「はい、ベアト。あーん」

　シモンがキャラメルソースのたっぷりかかったプティングをスプーンですくってベアトリクスの口元に寄せる。

　反射でベアトリクスはパクリとそれに食いつく。

　フワリとキャラメルの香りが鼻腔をくすぐり、次いで卵とミルクの優しい味が口の中に広がる。

「おいしい～～～！」

　さすがシモンの用意した菓子だ。最高に美味しい。王宮のパティシエに心からの謝辞を告げたいくらいだと言うと、シモンはにっこり笑った。

「僕から伝えておくから」

　こっそり引き抜きたいと思ったのだが、残念だ。

「セシリアのレモンパイもすごく美味しそうですね！」

「はい、とっても美味しいです」

「ベアトも食べるかい？」

　シモンがもう一つ用意しようとしたが、甘い物が好きでもベアトリクスはそれほどたくさん食べられる性質ではないので、首を横に振った。

　かわりにチロリとセシリアを見つめながら、ぱかっと口を開いた。

　さしずめ桃色の小鳥が、親に餌をねだるような仕草だ。

「っ……！」

　セシリアが息を呑んで、顔を赤らめる。

「なんなのこの小鳥。くっ……可愛い……」

「君、心の声、漏れてるけど……？」

「すみません、ちょっとあまりにも私の想像していた上位貴族とかけ離れていて……」

「ベアトは特別だからね。僕が籠の中でどこまでも彼女を自然のままに育てた結果だから」

「こわっ……」

　ベアトリクスが口を開けている間、ブツブツと二人が何か話しているが、レモンパイがなかなか入ってこないので疲れてしまった。

「セシリア、いや？」

　小首を傾げてしょんぼりすると、セシリアが慌てて言う。

「そんなことないですよ！　私の食べかけということが畏れ多くて……！」

「あら、仲よしだったら一緒に食べてもいいってシモン様が言っていたわ。私、セシリアと仲よくしたいから、セシリアの食べた物がほしい」

「うーん……僕以外は駄目だって教えるべきだったか……」

「こわっ！」

　セシリアがまた何か呟いたが、ベアトリクスは今度こそ口を大きく開けて、「ちょうだい？」と目を潤ませた。

「大変失礼なことを申し上げますが、これ、別の意味でもまずいと思うのですが、そういうのも織り込み済みで教えたんですか？　殿下……」

「うーん、これは予想外だった。可愛い……」

　シモンとセシリアの会話が弾んでいる。これは二人の仲が進展していると考えてもいいのではないだろうか。

　しかし、今はレモンパイが口に入ってこなければ、話は進まない。

　辛抱強くベアトリクスが待つと、セシリアが「く、負けました……」と言って、フォークで切った小さな欠片を口の中に放り込んでくれた。

「おいしい～～～!!」

　口の中にレモンの爽やかな香りと、甘すぎないジャムの味が広がる。芳醇なバターを練り込んで作られたパイ生地はサクサクとしていて、ほのかな甘さを柔らかく包んでいる。

　これはシモンのコーヒーヌガークッキーも期待ができるのではないかと、シモンの方を振り返ると、彼は待っていましたと言わんばかりにクッキーを手にとっていた。

　ベアトリクスの口のサイズに合わせた小さなクッキーを、シモンの手ずから啄む。

　こちらはシモンの味覚に合わせてあるらしく、クッキーだというのにほとんど甘くなかった。むしろコーヒーの苦みが強い。美味しいとは思うのだが、甘みが好きなベアトリクスにはいささか大人の味だった。

「苦い……」

　ボソリと呟くと、ふふふとシモンが笑う。

「しかめっ面のベアトも可愛いなあ」

「絶対わざと苦いクッキー、食べさせたんだ……こわっ」

　セシリアが両腕をさすっているので、寒いのだろうか。自分はシモンの膝上だから温かいが、彼女は椅子に座っているので寒いのかもしれない。膝掛けを給仕に頼むと、すぐに用意してセシリアに渡してくれた。

「とても柔らかい膝掛けですね、ありがとうございます」

「侯爵領地で製造した良質の毛糸で作られているんですよ。今度、セシリアにプレゼントしますね」

　彼女の髪色に合わせてシックな色合いもいいかもしれないが、あえて暖色系の膝掛けも似合いそうだ。

「あ、それよりもシモン様の膝上がいいですかね？」

「どうしてそうなる!?」

　思わずといった感じでセシリアが突っ込んだ。彼女は慌てて口を押さえると、ベアトリクスに対して謝ってくる。

「申し訳ございません！　何せ平民でしたので思わず言葉が出たようです。本当に失礼しました」

　青ざめたセシリアの顔がとても痛々しい。無意識だろう。しきりに膝の上で自らの手の甲をさするセシリアに、ベアトリクスは表情を曇らせる。彼女の手の甲に、うっすらと鞭打たれた傷を見た。

　ベアトリクスも鞭打たれたことがあるので、その傷痕に見覚えがあった。

　あれはシモンとの婚約が決まってすぐに、王宮からマナー講師として派遣された女史にされたのだ。

『まあ、侯爵令嬢にあるまじき態度ですこと！　そのような娘が王子殿下の婚約者を名乗るなどおこがましい！』

　家庭教師の時間は女史が人払いさせていたので二人きりだった。

　その時間、彼女は少しでもベアトリクスが間違えると、容赦なく小さな手を鞭打ってきたのだ。ベアトリクスはなぜ自分がそんな風に鞭打たれるのか、きっと至らないからだろうと思い、必死にマナーを覚えたが、女史は毎回、何かにつけてベアトリクスの手を鞭打った。

　ある日、女史は突然ヒステリックに叫ぶと、ベアトリクスの顔めがけて鞭を振り下ろそうとした！

『どうやら躾けが必要なのは君の方みたいだね』

　怯えるベアトリクスを助けたのは、シモンだった。シモンは日に日に大人しくなっていくベアトリクスに疑問を覚えて、女史のいる日にこっそりと侯爵邸を訪ねてくれたのだ。

　女史はその場で解雇が言い渡された。

　実は彼女はシモンの婚約者候補だったどこぞの伯爵家と繋がっていたらしいと聞いたのはずいぶん後のことだが、シモンが気づかなければずっとベアトリクスは女史に鞭打たれていただろう。

　鞭使いがうまい人間の鞭というものは、なかなか気づかれにくいのだ。シモンもうっすらとしか跡がつかなかったベアトリクスの手の甲を、ひたすら摩りながら謝ってきてくれた。シモンが謝る必要などないのに、あのとき、彼は悲愴な顔でベアトリクスの手をいつまでも撫でてくれた。

　――そんなことを思い出して、ベアトリクスは改めてセシリアの手の甲を見つめる。

　やはり同じような鞭痕だ。

　誰が彼女にそのような仕打ちをしているのかわからないが、その相手は決して優しさからセシリアを鞭打っているわけではないはずだ。体罰から教育は成されないことをベアトリクスは己の身をもって知っている。

　シモンの膝からすかさず降りて、セシリアのその手を握りこむ。

「ベアトリクス様……!?」

「私の前だったら、何を言ってもいいのよ？　私たち友達なんだから」

「いえ……平民あがりの私がそんなこと、とても恐れ多く……」

　首を振ったセシリアの顔はとても青い。そして、平民あがりと自分で言ったくせに、その一言に自分で傷ついているように思えた。

　きっと、誰かが彼女をそのようにさげずむのだろう。

「私は友達を階級で区別したくないわ」

　貴族位の恩恵を受けているベアトリクスが言ってもどうしようもないことではあるが、それでも自分が大切な相手と、身分差なんか感じたくはなかった。

「セシリアはとても頑張っている。マナーだって完璧だと思う。そんなあなたを元平民だからって貶める相手に負けてはいけないわ。あなたの心は、そんな卑しい人間とは比べるまでもなく高貴なんだから」

　少ししか会ってはいないが、セシリアは元平民とは思えないほど礼儀正しく品がよかった。貴族令嬢としての振る舞いをしっかりと頭の中に叩き込まれているのだろう。

　これがベアトリクスではなく、もっと定型な貴族相手であれば、彼女はもっとそれらしく振る舞っていただろうと思えた。彼女が調子を崩してしまうのは相手がベアトリクスだからだ。

　自分にも自覚はあるが、どうもベアトリクスの距離感や態度は、相手に取り繕わせない雰囲気を出させてしまうようで、それを厭って彼女に近づかない者も多い。

　セシリアもそのようにベアトリクスから距離を置かれてしまうのは、とても惜しいと思えた。

　彼女の思わず突っ込んでくる言葉の意味はわからないが、その反応のよさは好きだ。

　頭の回転が速いのだろう。それに人を傷つけるために言っているわけではないこともわかる。

　彼女は突然放り込まれた貴族世界で、決してはみ出さないように頑張っているのだ。

「あなた、とても頑張っているわ。だから、私の前ではそんなに繕わなくても大丈夫。私は自然なセシリアとお話ししたいから、本当のあなたでいいのよ」

　くしゃりとセシリアの顔が歪んだ。そのように泣きそうな顔を見せることは貴族にとって御法度だ。

　だが、その顔こそベアトリクスが望んだ顔だ。

「ベアトリクス様……！」

「親しい人はベアトって呼ぶの。だから、ベアトって呼んで」

「っ……ありがとうございます……」

　こんなに泣きそうなのに、まだ涙を零さないセシリアはとてもすごい。上位貴族に嫁いでも、彼女なら立派にやっていけるだろう。

「セシリア、私のお友達……」

　ベアトクリスがセシリアに抱きつくと、彼女はぎゅっと抱きしめ返してくれた。

　その様子を、穏やかな表情でシモンが見つめていた。
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「おかしいわ、こんなはずではなかったんだけど……？」

　ベアトリクスは腕組みしながら、小首を傾げた。

　あれからセシリアはベアトリクスにとって、とても親密な友達になった。何度か茶会にも招いたし、招かれることも多かった。そんなとき、必ずシモンがいるので、シモンとセシリアも大分打ち解けてきたとは思っている。

　しかし、何かがおかしい。

「ベアトリクス様、何かございましたか？」

　朝の支度でベアトリクスの髪を梳いているマーガレットが、鏡越しに尋ねてくる。

　ベアトリクスは彼女と目を合わせて答える。

「セシリアとシモン様が、恋人って雰囲気じゃないの」

　ピタリ、とマーガレットの櫛を持つ手が止まった。彼女の顔は相変わらず笑顔のままだが、その内心は読めない。

　マーガレットはセシリアのことを知らないと思ったので、ベアトリクスは嬉々としてどんな令嬢なのかを説明した。

　水色の髪の、理知的なとても美しい令嬢であること。

　男爵家の隠し子で身分が低いが、教育を受けることが難しい平民だったとは思えないほど聡明であること。

　それらを聞きながら、心なしかマーガレットの顔色が悪くなっている気がしたが、笑顔は変わらないままなので、ベアトリクスは話を続ける。

「だからシモン様の相手としてはとてもぴったりだし、最近は二人もよく話すようになったのよ。けれど、なんか恋人って雰囲気ではないのよね」

「そもそも、ベアトリクス様を膝に座らせた状態でお話ししているのですから、セシリア令嬢とシモン殿下が恋人同士には到底見えないと思いますが……」

「だって、それはシモン様が座りなさいって言うんですもの」

　そうなのだ。セシリアとの最初の茶会以降、シモンはベアトリクスを膝に座らせることをたいそう気に入って、私的な茶会や、たまにベアトリクスの家に寄るときも彼女を膝に座らせるようになった。

　最初はどうなんだろうと少しだけ抵抗があったのだが、今では視界が高くなって、テーブルの上の菓子がとりやすくなるので、ベアトリクスは当然のようにそこに座っている。

「もしかして、私がいるから二人は恋人の雰囲気にならないのかしら？」

「いえ、そもそも婚約されているのはベアトリク――」

「それなら、私がいなければいいのね！」

　ベアトリクスはマーガレットの言葉を遮って、勝手に納得する。

「そういう意味ではなくて……！」

「でも困ったわ……私がいないとシモン様はお茶会には来ないのよ」

「でしょうね」

　髪にリボンをつけながら、マーガレットが相づちを打つ。

「でも、なんとかして二人きりにさせるわ！　ついでにそのとき、二人でいるところを目撃して、セシリアに意地悪すればいいのね！」

「ベアトリクス様、そもそも根本的に……」

　マーガレットが何か言いかけたが、朝の支度を終えたベアトリクスは勢いよく立ち上がると、拳を握る。

「私、婚約破棄されるように頑張るわ！」

「……」

　マーガレットはもう何も言わなかった。ただ、いつもと変わらない笑顔で、

「お気をつけていってらっしゃいませ」

　とだけ言い、迎えにきたシモンのもとへベアトリクスを送り出した。
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　二人きりにさせると思いついてはみたが、どうすれば二人きりになるのかその方法がわからない。そもそも学院では男女が二人きりで行動することをあまり推奨していない。

　結婚前の男女に間違いがあってはまずいので、当然と言えば当然なのだが、ベアトリクスに限って言えばいつもシモンと二人なので、その例に適応されない。

　困ったと思いながら今日も自分の席について机を開けると、また手紙が入っていた。

　ここ数日、手紙の回数が頻繁になってきている。

（ああ、これもあったのよね。どうしましょう）

　そろそろたくさんたまってきたし、シモンに告げるべきだと思うのだが、今はこんな手紙よりもセシリアとシモンの仲を、仲よくさせることの方が大切だ。

　ベアトリクスはまた机を無言で閉じて、ため息をついた。

「私と一緒のときみたいに二人きりにさせるにはどうしたらよいのかしら……」

　ベアトリクスが腕組みしながら悩んでいると、トレイナがめざとくそれに気づいて話しかけてくる。

「ベアトリクス様、何かお困りですか？」

「トレイナ、ちょうどいいところに！　あなた、学院で殿方と二人きりになる方法、ご存じでない？」

　丸眼鏡をキラリと光らせて、トレイナは答える。

「もちろん、存じております」

「さすが、トレイナ！」

「いえいえ。ベアトリクス様のためでしたら、どんな情報でもご提供しますよ」

「じゃあ、どこだったら二人きりになれるのかしら？」

「そうですね、倉庫棟の裏とかいいのですが、あそこは夕方を過ぎると柄の悪い男子たちがたむろするので、四階にある楽器室とかオススメですね」

「楽器室！」

　学院では音楽の授業もあるのだが、各自、家から楽器を持ってくるわけにもいかないので、学院として所有している。その保管庫があることは知ってはいたが、いつも授業の前には教室に準備されていたので、すっかりそんな部屋があることを失念していた。

「楽器を保管する場所なので、綺麗にされていますし、何より薄暗いので多少のことはしても見えません」

「そうなのね。でもそんな暗いところ、少し怖いわ」

「それはシモン殿下がいらっしゃれば、怖くないと思いますよ」

「それでは、セシリアとシモン様をそこにお呼びしましょう！」

「は、セシリア様……？　それはどういう……」

　トレイナが何か問いかけてきたが、ベアトリクスは二人をどうやって呼び出すか、その方法に頭がいってしまったので、そのまま彼女は引き下がってくれた。相変わらず空気を読むことが抜群にうまい。

　結局、シモンには侍従に言付けしてもらい、セシリアには自分で直接声をかけることにした。

　本来なら手紙などの方がいいのかもしれないが、せっかく会って話す機会が作れるのなら、その方がずっといい。結婚してしまうとそういうことはいちいち手紙を介して面倒だと母が愚痴っていたのを思い出し、ベアトリクスは学生としての特権を大いに利用することに決めた。

　意気揚々とセシリアのもとへと向かうと、彼女は不在だった。

「どこに行かれたのかしら？」

　ベアトリクスがクラスメイトに尋ねると、一人の男子生徒が気まずげな顔で答える。

「倉庫棟の裏だよ……」

「まあ！」

　そこは夕方になるとあまり柄のよくない生徒がたむろするという情報を聞いたばかりだ。幸い、今は正午過ぎで昼休みの時間ではあるが、だからと言って安全とも言い切れないだろう。

　それに、シモンと二人きりになるならまだしも、他の人と二人きりならまずい。

　ベアトリクスは急いで倉庫棟の裏まで走った。

　すると、近づいたところで声だけが聞こえる。

「あなた、生意気なのよ！」

「そうよそうよ！　シモン殿下の婚約者はベアトリクス様なのに、殿下に取り入ろうとしているんでしょ！」

　セシリアではない女性たちの声がしたので、セシリアが誰かと二人きりではないことに安堵する。

　しかし、女性たちの声はどこかヒステリックで、状況はあまりよくなさそうだ。

「黙ってないでなんとか言いなさいよ！」

「それとも平民だから何も言えないのかしら？」

　クスクスとセシリアを嘲弄する言葉に、ベアトリクスは顔をしかめた。

　平民だから貴族に何も言えない世の中はおかしいと思うのだ。もちろん、ベアトリクスが言うべきことではないが、それは他の貴族とて同じことだろう。平民が言えないことも汲み取ってやることこそ、貴族の貴族たる所以ではないのかと思うのだが、セシリアに問い詰める彼女たちはそういうことを学んではこなかったらしい。

「まあ、いいわ。そのみすぼらしいドレス、破られたらもう学校にも来ないのではなくて？」

「ちょうどいいわ。破ってしまいなさい！」

「きゃあ！」

　セシリアの悲鳴が聞こえた瞬間、

「お待ちになって！」

　ベアトリクスは息せき切って、ようやく倉庫棟の裏にたどり着く。

　こんなに走ったのは初めてのことだ。

　ハアハアと息を吐きながら、その場を確認してベアトリクスは顔をしかめた。

　二人の令嬢が、一人の男子生徒に命じてセシリアのドレスを破かせようとしていたのだ。彼女を押し倒している男の姿に、ベアトリクスはカッと怒りがこみ上げる。

「べ、ベアトリクス様……？」

　令嬢たちは突然現れたベアトリクスに驚く。

　学校の生徒の顔なら大体覚えている。

「あなたたちは、セギラー子爵令嬢と、アントン子爵令嬢ね。そちらにいらっしゃるのはブレイキー男爵家のご子息ね」

　自分たちの名前を正確に言い当てられた三人は、顔を青ざめさせた。

　学院に通うのは貴族の子息に限るとは言っても、その人数は学年を問わなければ三百人は超える。ベアトリクスの侯爵家のような大貴族ばかりではなく、領地を持たない貴族の方が当然数も多い。

　ほとんど面識もない末端貴族の顔と名前を、しっかりとベアトリクスが覚えていたことに三人は驚き固まってしまう。

「何をなさっているの？」

　静かな声でベアトリクスが問いかけるが、二人の令嬢は何も言えなかった。セシリアの上に乗っている男子生徒もそうだ。

「セシリアの上から直ちにどきなさい！」

　凜としたベアトリクスの声に、彼は飛び退いてそこから離れた。

　ベアトリクスは彼女たちを無視すると、セシリアを抱き起こす。

「セシリア、大丈夫……？」

「ベアト様……大丈夫です」

　気丈に振る舞うセシリアだが、男性に押し倒されたのだ。それはとても怖かったことだろう。可哀想に彼女のドレスの袖はもう破けていた。

「ごめんなさい、私が遅かったばかりに……」

「そんなことありません……！　むしろありがとうございます」

　セシリアを起き上がらせると、ベアトリクスは彼女の乱れたドレスをなんとかしてあげたかったが、ここまで一人で駆けてきてしまったので、何も彼女にかけてあげられるものがない。

　こんなときに側仕えがいてくれたらと思うのだが、学院の中では側仕えは禁止だ。

　歯がゆい思いをしていると、

「これはこれは……どういうことかな？」

　冷ややかな声が背後からした。

　振り返ると、冷たい声色は聞き覚えがなかったが、やはりシモンがそこには立っていた。

「シモン様……！　って、楽器室にいてくださいと伝えたはずですが……？」

　彼の侍従にはそう言付けしたはずだとシモンに問いかけると、シモンは苦笑しながら答える。

「ベアトリクスが楽器室ではなくこちらの棟に向かっていったと報告を受けたからね。一人で行くよりも迎えにいかないと、あそこはそういう場所だろう？」

　にっこりと魅惑的な笑みを浮かべられ、ベアトリクスは納得する。

「確かに一人で待つのは怖いですものね」

「そうではないんだけどなぁ。相変わらず僕の小鳥はつれない」

　肩をすくめるシモンに、いつもならもう少し話しかけてはいるだろうが、今日はそれどころではないのでベアトリクスは早急に話を切りかえる。

「シモン様、何かかけるものをお持ちですか？」

「もちろん」

　さすがというかシモンは大判のスカーフを持っていた。彼からそれを受け取るとベアトリクスはセシリアの肩にそれをかけてあげた。

「どうしたの……と聞くのも野暮か。大体のことはセシリアの姿を見れば把握できるしね」

　さすがシモンだ。ベアトリクスが説明するまでもなく、状況を把握したらしい。

「シモン様、私、セシリアを連れていきたいので、この場はお願いしても大丈夫ですか？」

　ベアトリクスの言葉に、シモンは悠長に頷いた。

「わかったよ、僕のお姫様。この場は僕が綺麗に処理してあげるよ。ああ、処分の間違いかな？　ふふっ」

　ベアトリクスはホッとすると青ざめたセシリアを連れてその場を離れる。

　背後の令嬢たちが血抜きされたかのように青白くなっていたが、そんなことはベアトリクスの知ったところではない。

　それよりも今は、こんな目に遭ってしまったセシリアの方が心配だ。

「セシリア、大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です」

「とりあえず着替えなくてはなりませんし、寮のお部屋に戻りましょうか」

「はい……」

　セシリアもいつもなら一人で戻ると言いそうなものだが、さすがに今日は参っているらしく、ベアトリクスに肩を支えられたまま一緒に寮へと向かう。

　寮に入るとき、寮母には転倒してドレスを破いてしまったと申告すると、快く迎え入れてくれた。

　セシリアの部屋は二階にあった。

「私、寮の中に入るのは初めてですが、落ち着いた造りなのね」

「そうですね。とても立派な寮だと思います」

　さすが国中の貴族のための寮だけあって、廊下も綺麗な絨毯張りだ。

　セシリアが自室の鍵を取り出してドアを開ける。

「ここが私の部屋です。何もなくて申し訳ありませんが……」

　部屋の中が視界に入り込んできた瞬間、ベアトリクスは唖然としてしまう。

（これが男爵令嬢の部屋……？）

　仮にも貴族の娘の部屋だと言うには、あまりにも何もない部屋だった。

　かろうじて文机とチェスト、ベッドがあるだけだが、それらは備え付けのものだとわかる。

　ベアトリクスは思わず姿見を探したが、見当たらない。

「セシリア、姿見は……？」

「これを使ってます」

　セシリアは恥ずかしそうにチェスト上に飾られた小さな鏡にかけられたハンカチーフを取り除いた。そんな小さな鏡でどうやって全身を確認できているのか、ベアトリクスにはさっぱり理解できなかった。

「と、とにかく着替えましょう」

　部屋の中にクローゼットを探したが、見当たらない。あるのは引き出し型のチェストのみ。

　まさか、と思ったときには、セシリアはその下着入れのようなチェストから簡素なドレスを取り出す。クローゼットで吊しておくからこそドレスは皺にならないのに、チェストで折りたたまれ収納されていたドレスは、当然折り皺ができていた。

　ベアトリクスが唖然としていることに気づいたのだろう。セシリアは少しだけ気恥ずかしそうに苦笑して、ドレスの折り皺を手で優しく撫でて延ばす。

「いつもどうしているの……？」

「前日の夜にドレスを陰干ししています」

　目眩がした。いくらなんでもこれはない、と本当に思った。

（平民ではないのよ。貴族なのよ？）

　仮にも男爵家ならば最低限の貴族の嗜みとしての準備を用意すべきだろうに、それさえも怠るセシリアの父親に怒りを覚える。

「すみません、着替えても……？」

　セシリアが戸惑いながらベアトリクスを見た。本当ならベアトリクスはこの部屋から出てあげるべきなのだろうが、ここは気づかないふりをしてこのまま居座ることにする。

　セシリアは躊躇っていたが、授業が開始してしまうとまずいと思ったのか、ドレスを脱ぎ始めた。彼女のドレスは今更気づいたが、前ボタンや脇ボタンのものばかりだ。

　こちらに背を向けてドレスを脱ぐ彼女に、ベアトリクスはさらにギョッと目を見開いた。

　セシリアの背中に鞭で打たれたような痕が無数にあったからだ。さすがに新しい物ではなかったが、数ヶ月以上前のものだとはわかる。可哀想にきちんと手当てをしていたら傷痕も残らなかっただろうに、そのまま放置されていたことはすぐにわかった。

「セシリア……あなたこの学院に入る前はどちらにいらしたの……？」

　精一杯声が震えないように問いかけると、いそいそと着替えながらセシリアが答える。

「男爵家です……と言っても、男爵家に入れられたのも一年前ですが……その前は、町の果物屋で母と果物を売っておりました……」

　市井のことはあまり知らないが、果物屋で快活に売りさばくセシリアの姿は容易に想像できた。どうして一年前に男爵家に入ったのか、今、母親はどうしているのか、聞きたいことはたくさんあったが、聞いてはいけない気がしたので聞かなかった。

　ただ、たった一年でここまで貴族令嬢として礼儀正しいマナーを身につけ、勉強では極めて優秀な成績を収められるのは、セシリアの並々ならぬ努力があったからだろうことはわかる。

　しかし一方で、彼女の背中に鞭打つほど容赦ない男爵家の非情さは目に余る。

　鞭痕が残ってしまっては彼女の貴族令嬢としての価値――つまりは結婚相手として、上位の貴族へ嫁ぐことに不利にならないのか。いったいどういうつもりで男爵家が彼女を貴族社会に送り込んだのか、そこに疑問を覚える。

「お見苦しいところをお目にかけてしまい申し訳ありませんでした」

「いいえ、こちらこそあなたの着替えを手伝えなかったこと、許してちょうだい」

「そんな……！　着替えを手伝っていただくなんてとんでもありません！」

「あら、そう？　私は学校でドレスを汚してしまったときは、シモン様に手伝ってもらったわよ？」

「え」

　あれは学院に入学して間もない頃だから確か十五歳のときだ。学院内の庭園で水たまりをガラスの床と間違えてそのまま足を踏み入れてしまったのだ。当時はまさか手入れされた庭園に水たまりなどあるとは思いもよらず、しかも水たまりが思った以上に深くて足首までズッポリと泥水に入ってしまった。そのせいでドレスの裾も泥水に浸かってしまった。

　汚してしまったドレスと靴に途方に暮れてしまったが、一緒に学院内を案内してくれていたシモンが、

『僕の部屋に替えのドレスを用意してあるから、そこで着替えよう』

　と提案してくれたのだ。どうしてシモンの部屋にそんなものがあるのか知らなかったが。

　そのときのことを思い出しながら語ると、みるみるうちにセシリアの顔が青ざめていく。先ほど自分が襲われたとき以上に。

「それで……着替えをシモン殿下に手伝っていただいたのですか？」

「そうよ、だって背中にボタンがあるドレスだったから」

　ついでに靴もシモン手ずから履かせてくれた。

「いくら婚約者とはいえ……それは許される行為なの……？」

　ブツブツとセシリアが呟いていたが、やがてキッとこちらを見つめてくるとキッパリと言う。

「今度、ベアト様のお召し物が汚れたときは私に仰ってください！　私がお手伝いいたしますから！」

　キッパリと断言するセシリアの顔色は、さきほどよりもずっとよくてベアトリクスは安堵した。

　後日――

「これはいったい……」

　セシリアの、寮の部屋の中に次々と運びこまれる家具に、セシリアは唖然とした。どれも白を基調とした高級そうな家具ばかりで、等身大の姿見はそれだけで一財産築けそうな意匠が施されたものだった。

「きちんと受け取ってくださいね」

　ニコニコと微笑むベアトリクスの横ではシモンが彼女の腰を抱きながら立っている。ここは女子寮なので男性は本来立ち入り禁止なのだが、今日は特例として入ることを許されていた。

「王宮の使われない部屋にあった家具を、学院に寄付することにしたんだ。貴族の中にも調度品を支度できない者がいるということをもう少しよく考えるべきだったね。ああ、安心して。他の部屋にも似たような家具は搬入されているから」

　シモンが言った通り、自分で寮に家具を用意できない、または足りない家具のある者たちの部屋に、王宮で使われなくなった品々が至るところで搬入されている。

　これを指示したのがシモンであるため、彼は特別に女子寮であっても今日だけ入ることを許されたのだ。

　セシリア以外の部屋でも、同様にクローゼットや文机が搬入され、歓喜の声が至るところからわき上がっている。

「ですが、この姿見はとても……」

　セシリアは自室に入れられた姿見を見て、戸惑いながらシモンを見ると、シモンは軽くため息をついてベアトリクスを見下ろした。ベアトリクスはそっと唇に人差し指を当てて沈黙をセシリアに促してから言う。

「それだけは私のお下がりなので、他の部屋と違いますの。寮を出るときもその鏡だけは持って卒業なさってね」

　お下がりでないことはセシリアにだってすぐにわかった。鏡の表面に薄くかけられた梱包材などは新品の証拠だ。親友の思いがけない贈り物にセシリアは言葉を詰まらす。

「わかりました。この鏡だけは一生大切に……私の宝物にします」

　凜とした声でそう告げたセシリアに、にっこりとベアトリクスは微笑み返した。

　貴族の間では、寮への家具下げ渡しは概ね好意的に受け止められた。シモン第二王子はさすが教育分野に重きを置かれる方だと貴族からの評価も大きく上がる一方、何も知らない末端貴族では、突然訪れた王子からの施しによからぬことを考える輩も現れる。

　そう、例えばシモンが隣国のように、婚約者ではなく別の娘――それも寮に入るような下位貴族の娘の誰かを気に入ったのではないかと。






　図らずもベアトリクスの思惑の通りに、静かに、だが着々とその噂は社交界に流れ始めるのだ。
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　すでにルーティンとして組み込まれた朝の準備。

　いつも通りに鏡の前に座ったベアトリクスは、侍女の顔色がよくないことにすぐに気づく。

「マーガレット、顔色がよくないわね」

「申し訳ありません、あまり眠れず……」

「まあ、それは大変。今日はもう休んでもいいわよ」

「いえ、そういうわけには参りません。それに精神的なものの方が大きいものでして……」

「精神的なもの？」

　普段のマーガレットなら多少の体調変化など決して顔に出さないはずだ。それにもかかわらず彼女がここまで顔に出してしまうほどというのは、よほどのことではないかとベアトリクスは鏡越しにマーガレットを見つめた。

「何があったの？」

　単刀直入にベアトリクスが尋ねると、マーガレットは実家の子爵家の話をし始める。マーガレットは傍流なのでほとんど関わりのない家のはずだが、昨日、その本家からマーガレットへ直々に速達が届いたらしい。

『近頃、シモン殿下が学院の下位貴族の娘に懸想しているという話を聞いた。殿下の婚約者は奇矯なことで悪名高いベアトリクス侯爵令嬢だ。もしや、お二人の仲が悪くなったのではないか』

　そのようなことが延々と書かれた手紙に、マーガレットはぐったりとしたのだ。

「うふふ。私が婚約破棄されるのももうすぐではなくて？」

　鏡越しのベアトリクスが、エメラルドグリーンの目をキラキラとさせながらマーガレットを見てくるので、マーガレットは顔いっぱい渋面にする。

　最初は小さかった噂は、いつの間にかベアトリクス当人に聞こえてくるほど、大きくなっていた。しかし当の本人と言えば、

「そんな意図はなかったのだけれど、結果よければすべてよし、ね！」

　と喜ぶ始末だ。

「これは私も悪役令嬢らしくなってきたということよね！」

　ベアトリクスが得意げな顔をするが、彼女がしたことと言えば虐めるべき相手に、豪奢な姿見を贈っている。悪役と言うよりも、セシリアにとっては自分のことを気にかけてくれるいい人役ではないだろうか。

　そう思ったが、マーガレットは何も言わないことにした。

「婚約破棄されたら、ムキムキマッチョな素敵な騎士隊の方と恋に落ちる予定よ。今度、王宮に行ったとき、騎士団の訓練を見学させてもらおうと思って。それでめぼしい人に当たりをつければいいでしょう？」

　あまりにも脳天気で考えなしなベアトリクスの言葉に、マーガレットは渋面が張り付いて剥がれない。

「本当にそれでよろしいのですか？」

「そうねぇ……もし好みの男性がいなかったら隣国に留学しようかしら？　あちらは海に近いから、海で働く殿方も素敵かもしれないわ」

　ベアトリクスがうっとりと頬を染めるので、マーガレットは呆れながら問いかける。

「シモン殿下に対して、ベアトリクス様はまったく、何の想いもないのですか……？」

「想い……？」

　十歳のときに婚約が決まって以来、シモンとはずっと一緒だ。兄と言うには綺麗すぎて、父と言うには年が近すぎる。婚約者と言うには、あまりにも長い時間一緒にいすぎた。

　家族としての情は確かにある。

　シモンの幸せを誰よりもベアトリクスは願っている。

　しかし、そこに恋情があるのかと問われれば、答えに窮する。

　そもそも、恋というもの自体、ベアトリクスは知らない。どんな気持ちになって、どんな言葉を囁くのか、さっぱりわからないことに気づいたのは、十五歳のときだ。いつもシモンが選んで持ってきてくれる書物の中に、初めて恋愛小説という類のものが入っていた。

『ベアトもそろそろそういう本を読んでみてもいいんじゃないかな？』

　そう言ってシモンが薦めてくれた恋愛小説は、王子様に貴族の娘が見初められて結婚する話だったが、ベアトリクスはさっぱり理解できなかった。

　そもそも相手を想うと、胸が焼きつきそうになるというのだからわからない。胸に焼きゴテでも押しつけられたのかと思ったが、そんな描写はどこにもなく、突然泣き始めるヒロインには病気を疑った。

　その感想を率直にシモンに告げたとき、シモンはわずかに顔を強ばらせた。

『しまった、情操教育を疎かにしてしまった』

　ポソリと彼は呟いたが、ベアトリクスにはその意味は図りかねた。それから様々な茶会にシモンと出向いて、他の令嬢の恋話や、恋愛小説をこれでもかと聞かされたり読まされたりしたが、そのどれもベアトリクスの琴線に触れることはなかった。

　それなので今も、本当の恋とは何なのか、残念ながらベアトリクスにはわからない。わからないまま、ぼんやりと鏡の中の自分を見つめて黙り込んでいると、マーガレットが珍しく「はあああ……」と長いため息をついた。

「ベアトリクス様のその純粋さはとても好ましいものだと、皆が大切にしてしまったからまずかったのですね……ベアトリクス様、いいですか」

　鏡越しにマーガレットの若草色の瞳がベアトリクスを真剣に見つめる。

「もし、万が一、シモン殿下が他の女性を好きになってしまったら、ベアトリクス様はもう殿下と二度と会えなくなってしまうかもしれません。婚約破棄とはそういうものです。よくよく考えてくださいね」

　諭すように告げられた言葉をゆっくりとかみ砕き、こくりとベアトリクスは頷いた。

　いつものように聞き流すことも可能だったのだが、そうしてはいけない気がしたからだ。
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「今週末の休息日に、スージア湖国立公園に行かないかい？」

「スージア湖ですか？」

　いつもと変わらない朝の馬車で、ベアトリクスはそんな誘いをシモンから受けた。

「そう、この季節だと湖もとても澄んでいて気持ちがいいだろうから、ボートにでも乗ろう」

「そうですねぇ……」

　ボートは魅力的だが、シモンと一緒に行くとなるとほぼ公園を貸し切る予感がしてならない。警備がしやすいからという理由で、国の施設はよく貸し切りにしてしまうからだ。

「今回も貸し切りなのですか？」

「そうだね、僕の可愛いベアトをわざわざ他の人に見せる必要はないよね？」

　にっこりと微笑まれたが、誰もベアトリクスのことなど気にしないだろうに、いつもシモンは大袈裟なのだ。

（二人なんて勿体ない気がする）

「あ！」

「どうしたの？」

「セシリアも誘っていいですか？」

　ニコニコと提案すると、シモンが何とも言えない微妙な顔になった。

「駄目、ですか……？」

「いや、そうではないけど……ただね、この前寮に家具を入れたことで、変な噂が広まっているらしくてね」

「変な噂ですか？」

「僕が寮にいる令嬢の誰かを気に入っているのではないか……とね」

　ベアトリクスという婚約者がしっかりといるのだが、そのあたりは関係なくこういった噂というのは広まりやすい。特に相手がシモンとなれば夢物語に胸を膨らませる者もいるかもしれない。

「しかも、僕のところに、よりにもよってカラベルト男爵から、セシリアの姿絵が内々に届いたよ。君という婚約者がいるのにね」

　先だっての寮への調度品寄付もあって、カラベルト男爵はシモンの噂を耳にしたのだろう。

「鳥かごの珍鳥に飽きられたら、是非ともうちの娘をって一筆あったけど、珍鳥なんて飼ってないんだけどなあ……そもそもよくもこういうことを僕に言えるよね」

　珍しくシモンが不快を露わにしているが、ベアトリクスは不思議そうに小首を傾げることしかできない。

「シモン様は鳥なんて飼ってらっしゃいませんのに、男爵はあまり知らないのですね。それに、鳥の代わりに娘をって、セシリアを何だと思っているのかしら」

「おっと……食いつくのはそっちか」

　シモンが少し残念そうにぼやいたが、ベアトリクスの頭の中はセシリアのことで一杯だ。

　鳥の代わりだなんてペット扱いはあんまりにもあんまりだ。セシリアのあの美貌と知識ならば、普通にシモンの花嫁としても相応しいはずだ。

「セシリアなら素敵な公爵夫人になると思いますのに、失礼な話で――」

　そこまで言って、ベアトリクスは口を噤んだ。

　シモンの目がスッと細まり、何とも言えない顔でベアトリクスを見ていたからだ。

　怒っているわけではないと思ったが、どんなつもりでベアトリクスを見つめているのかまったく判断できない。

　ただ、これ以上言ってはいけないと、本能的に悟ってベアトリクスは黙った。

「ベアト、公爵夫人になるのは僕の婚約者だけだ。その意味、わかるよね？」

　こくりとベアトリクスは頷いた。

　今、シモンの婚約者はベアトリクスだ。従って、公爵夫人になるのはベアトリクス以外あり得ない。国王が決めた約束事を、たとえ軽口であっても軽んじかねない一言に、素直に「失言でした。すみません」と謝った。

　シモンもそれ以上は責める気がなかったらしく、ポンポンとベアトリクスの頭を軽く撫でてから言う。

「ベアトリクスの染まっていないところがとても好ましいと思うから、そのままの君でいてほしいと思うのだけど……なんでだろうね、あまりにも大事にしすぎたことを今は少し後悔しているよ」

　頭を撫でていた指がするりと髪に絡まり、そのままクンッと強く引っ張られた。痛いという程ではないが、なんだか少しだけ怖い。

　シモンはベアトリクスの髪を自分の口元までもっていくと、そっとその一房に口づけた。

「週末のデート、楽しみにしているね」

「はい……」

　珍しく神妙に返事をすると、シモンはパッと顔をほころばせて笑った。相変わらず目映いほどに美しい笑顔だが、今日はその笑顔がいつもと少し違うように見えて怖かった。
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　馬車を降りて教室に行くと、そそくさとトレイナが顔を見せにくる。

「おはようございます、ベアトリクス様」

「おはよう、トレイナ」

「今日もお二人はとても楽しそうでしたね。何のお話をされていたのですか？」

「週末にスージア湖の方へ行く約束を……」

「まあ！　恋人たちに今とっても人気なんですよ。特に二人でボートに乗ると、幸せな事が起こると言われてるんです」

　トレイナがうっとりと夢見がちな目をしたので、

「セシリアも誘うつもりなの」

　と付け加えた。

　すると、トレイナの表情が曇りがちになる。

「どうしたの？」

「実は親戚の伝手をたどって、セシリアさんのことを調べてみたんです……」

　トレイナはセシリアの家庭事情について、たどたどしくはあったが詳しい話を教えてくれる。

　曰く、カラベルト男爵家は、現在、財政に窮しているそうだ。当代の男爵が投資に失敗して借金が膨れ上がったらしい。彼には一人息子が補佐としてついているが、この子息もなかなか癖の強い性格で、行く先々で細々としたトラブルを起こしている。

　そしてその家に養女として迎えられたセシリアは、実はカラベルト男爵の隠し子ではなかった。カラベルト男爵の弟が出奔して、平民として暮らしていたときに出会った相手との子どもだった。つまりカラベルト男爵にとっては姪にあたる。

　セシリアの父親は流行病で死去してしまったが、母親とセシリアは女二人で仲よく果物屋を営んでいたらしい。

　転機が訪れたのは一年前、営んでいた果物屋に突然ゴロツキが現れ、彼女たちに嫌がらせを始めたのだ。そして母親は巧妙な手口で騙され、借金を負わされた。

　その援助を買って出たのが金がないはずのカラベルト男爵というのだからおかしな話だ。

　借金の肩代わりをしてもらうかわりにセシリアは男爵家の養女になることを受け入れさせられた。

　そして、セシリアは貴族としての教育を徹底的に施される。幸い、亡くなった父親に文字の読み書きを教えられていたセシリアは、元来の気質もあってか一年という短期間でいろいろなことを習得し、この学院に編入した。

　一方で、カラベルト男爵はセシリアの姿絵を地方の豪商や、裕福な貴族に見せて回っていると言う。シモンのもとに届いたものもそれと同じということだろう。ベアトリクスがいるにもかかわらず送りつけたことは、愛人としてどうかというつもりだったのかもしれない。

「ひどい話ね」

　ベアトリクスは眉間に皺を寄せてその話に嫌悪を表す。

「セシリアを妾として売りに出してるってことよね？」

「そうですね。本当はある程度教育したら売るつもりが、思った以上に優秀だったから欲が出たのかもしれません」

　学院に通う上位貴族の誰かに目をかけてもらえば、さらに高額の金が結納金として男爵家に転がり込んでくるとでも思っていそうだ。

「しょせんは平民の娘ってことですかね」

　ポツリとトレイナが最後に零した言葉は、彼女にしては意外な一言に思えたが、大体の貴族はそのように思っているところもあるので、ベアトリクスは黙り込む。

　セシリアの背中の鞭痕を思い出す。この一年間、彼女はどれほどの地獄を見てきたのか――やるせない気持ちでいっぱいになって、ベアトリクスは強く首を横に振った。
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　週末の休息日は、清々しい日だった。天気もよく、風が心地いい。

　スージア湖の水は澄み渡って美しく、なるほど訪れる人の目を楽しませる。

「本当に素敵ね、セシリア！」

　ベアトリクスがそう言ってセシリアへと笑いかけると、セシリアは笑顔で頷いた。

「そうですね、ベアト様」

「僕はデートって言ったんだけどなあ……」

　そんな二人の後ろをゆっくりとついていくシモンが、ボソリとそう独りごちた。

「だってシモン様がスージア湖を貸し切ったと聞きましたから、それならセシリアもいた方がよいと思ったのです！」

　二人で遊ぶには十分すぎるほどに広すぎる湖だ。それならばとセシリアに声をかけて連れ出した。セシリアも最初は遠慮がちだったが、スージア湖の美しさに目を奪われたらしく、いつも以上に見せてくれる笑顔が愛くるしい。

（これならシモン様もセシリアのことを好きになってしまうだろうなあ……）

　薄倖の美しい男爵令嬢。

　もしベアトリクスが男性だったならば、自分のような女ではなく、迷いなくセシリアを選ぶだろうと思った。

「あ、あれ、何かしら？」

　ベアトリクスが駆けて出して二人より先に行く。

「ベアト、あまり走ると転ぶよ」

「ベアト様、お気をつけくださいませ」

　振り向くと、二人が並んでこちらに向かってくる。その姿のなんと様になることか。湖の美しさに引けをとらないセシリアの真っ直ぐな髪がサラサラと風にたなびく。

　彼女の横に立つシモンは眩しそうにこちらを見てくるが、その顔は非の打ちどころがない彫刻のような美しさだ。

　水色の湖面にセシリアの青とシモンの金。こんなに美しい色合わせが自然に存在することに、ベアトリクスはくらくらとした。

　思わず自分の目を両手で押さえる。

「ベアト様、どうしました？」

「目にゴミでも入ったのかい？」

　二人が心配そうに駆け寄ってくる。

「あんまりにも二人がキラキラしてて、目がチカチカしたの」

　ベアトリクスが率直に自分の気持ちを告げると、セシリアが笑った。

「私より、ベアト様の方がお綺麗ですよ。見てください、水面に映るピンクゴールドの髪は、まるで宝石のようですわ」

　目を押さえていたベアトリクスの手を外して、セシリアと一緒に湖面を見れば、確かにベアトリクスのピンクゴールドの髪も、キラキラと湖面を彩っていた。宝石というのは大袈裟だが、その色合いも悪くはないと思えた。

「きっとセシリアとシモン様と一緒にいるから私もキラキラして見えるのね！」

「ベアトは一人でも十分キラキラしているけどね」

　シモンが苦笑しながら言った。

「ボートに乗りたいわ！」

　貸しボートを見つけて、ベアトリクスは急いで駆け寄る。

「申し訳ありませんがこちらのボートは二人乗りでして……」

　ボート乗り場の男が申し訳なさそうに頭を下げる。シモンもデートのつもりで場所をとったので、多人数乗りのボートは用意していなかったらしい。

「それではベアト様とシモン殿下が……」

　セシリアが譲ろうとしたのを、ベアトリクスは思いっきり首を横に振って断る。

「私はあとでいいから、先にシモン様とセシリアが乗って！」

「それは……」

　シモンが何か言いかけたが、有無を言わせず二人をボートに押し込む。

「ベアト様、これは……」

　セシリアも困惑した顔でベアトリクスを見るが、それには笑顔で返す。

「この次、セシリアと私で乗りましょう！」

「僕がベアトと乗れないじゃないか」

　シモンが不満を口にしたが、ベアトリクスはそれを笑って流す。

「いつも一緒の馬車に乗ってるじゃないですか！　たまには違う組み合わせもいいと思います！　さ、ボートを出してちょうだい！」

「ベアト……！」

　男は戸惑っていたがベアトリクスの強引さにやむを得ずボートを岸から離岸させる。

　シモンもそうなるとあとは諦めたのか、オールに手をかけて、

「一周したら帰ってきますからね」

　と、セシリアがベアトリクスに言い聞かせた。

「はーい、いってらっしゃーい！」

　二人に手を振って見送ると、ボートから見える位置の湖畔をベアトリクスは一人で歩き始めた。

　ボートに乗った二人は、最初こそ気まずげだったが、こちらを時折見ては手を振ってくれる。ベアトリクスも嬉しそうにそれに対して手を振った。

（本当にお似合いだなあ……）

　勉強もできて思慮深いセシリアは、平民出ではあるが、そんなことも気にならないとベアトリクスは思う。

　今もボートに乗る二人の姿は、絵画のように美しい。

　あの二人が結婚して文句を言う輩は、セシリアに嫉妬しているだけではないだろうか。

　そこまで考えて、少しだけ胸の奥がモヤっとする。

「んんん……？」

　自分が二人をくっつけたいと思っているのに、どうしてだか少し疎外感を覚えた。

　そのとき、ザアッと一陣の風が強く吹いた。

　ベアトリクスは帽子が飛ばされないように頭を抱える。

「――！」

「!!」

　風は湖の中央まで吹いていったようで、セシリアたちの乗っていたボートが大きく揺れた。セシリアも被っていた帽子が飛びそうになり、わずかに上体を起こしてしまう。

　ベアトリクスが目を開けて湖に目を向けたとき、そこに見えたのは、危うく落ちそうになったセシリアの腰を掴んで自分の方へと引き寄せるシモンの姿だった。ただし、ベアトリクスも強風で頭を抱えていたので、セシリアが帽子を掴んでバランスを崩したシーンは見えなかった。

　切り取った一瞬だけを見れば、恋人たちが誰もいない湖の中央で、感極まって抱き合っている――そう見えなくもない情景だ。

　ベアトリクスはその情景に息を呑む。

　ふと、侍女のマーガレットに言われた言葉が頭を過った。

『シモン殿下が他の女性を好きになってしまったら、ベアトリクス様はもう殿下と二度と会えなくなってしまうかもしれません。婚約破棄とはそういうものです。よくよく考えてくださいね』

　婚約破棄をした先のことを理解はしても想像はしていなかった。

　もし、シモンがセシリアと改めて婚約するとなれば、これからはあの二人が仲睦まじくする姿を、このように遠目から見ることとなる。

　貴族同士なのだから婚約破棄しても二度と会えないということはないだろうと思っていたが、それは物理的な意味ではない――という可能性に初めて気が付いた。

　何も感じることはなかった胸に、初めてツキリと痛みが走る。

「私がいるの申し訳ないかも……」

　一人そう呟いて、湖畔の森の中に足を踏み入れる。湖からは死角になる場所だ。向こうから見えなくなれば、当然ベアトリクスからも見えない。

（少し頭を冷やそう……）

「ベアト！」

　シモンが湖の中央からとは思えないほど大きな声でベアトリクスの名前を呼んだが、それは少しだけ遅かった。

　二人が身体を離して湖岸を見たとき、そこにベアトリクスはもういなかった。
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　スージア湖国立公園は湖をまるまる囲んだ公園なので、その敷地面積はかなり広い。遊歩道が作られている場所もあれば、広葉樹の森もある。

　ベアトリクスは今、その森の中に足を踏み入れていた。

　シモンとセシリアを二人きりにさせてあげよう。

　そう自分に言い聞かせる。

　お似合いの二人だ。ベアトリクスが何もしなくてもそのうち勝手にくっついてしまうだろう。

　それは自分の望んだことのはずなのに――

　どうしてか、心が重い。

　ぼんやりと森の中を彷徨ってしまったので、ずいぶん奥まで入り込んでしまったような気がする。

　しかし、自分の左手側には湖が見えるので、迷子にはなってないはずだ。

　国立公園だけあって、森の中といえども生い茂る雑草などないのをよいことに、遊歩道をそれて湖岸へと足を運ぶ。木立の影から湖を確認すると、セシリアとシモンの乗るボートはすでになかった。

　ベアトリクスが見えなくなってしまったから、岸に戻ったのかもしれない。

（ああ、悪いことをしてしまった）

　後悔していると、背後でガサリと物音がした。

　セシリアかシモンが追いかけてきたのだろうか。けっこう歩いたつもりだったが、ボートを岸に着けてすぐに駆けつけられてしまったのか、とベアトリクスは苦々しく思った。

「シモン様、すみません、ちょっとかくれんぼがしたくなりまして……」

　無邪気を装いそう言って振り返ろうとした瞬間、

「え？」

　ドンッと背中を強く突き飛ばされた。

　ふわっと身体が宙に浮く。

（何？）

　背中を押されたということだけしかわからず、それが誰なのか確認のしようもない。

　ザザザザザと身体が滑っていく。目に飛び込んでくるのは美しい湖の水色。

　そして、ザバーンッと水音がした。

　ゴボゴボゴボと自分の口や鼻から気泡が出ていくのを確認して、そこでようやくベアトリクスは湖に突き落とされたのだと知る。

　どんどんと沈んでいく身体に、ゾッとした。

　手を伸ばしても湖面に届くわけもなく、湖底に沈んでいく。

（うそ……）

　誰がこんなことをしたのか、まったく見当もつかなかった。

（私、こんなところで死ぬの？）

　ごぼッと水が口の中に入り込んでくる。飲みたくもないのに息苦しさが強くなる。

　怖い。

　恐怖ですべてが埋め尽くされそうになった瞬間、湖面から何かが一直線にこちらに向かってくるのが見えた。

　手を伸ばしてくる金色の真っ直ぐな光。

「ベアト！」

　聞こえないはずのシモンの声が聞こえた気がして、ベアトリクスは手を伸ばした。その手を誰かが掴む。ぐんっと身体が引っ張られる。そのまま抱きかかえられ、暗く澱んだ水底から一気に引き上げられた。

　ザバッと湖面に顔が出ると、まず真っ先に肺が酸素を求めたが、入ってしまった水にうまく呼吸ができない。

　ヒュ、グホッと変な水音が口から出る。そんなベアトリクスを抱き寄せて、器用に泳いでいく誰か。

　岸にたどり着くと、彼はすぐにベアトリクスの背中を叩いて水を吐き出させてくれる。

「大丈夫か、ベアト！」

　シモンの声にゲホゲホと水を吐きながら、ベアトリクスは頷いた。

　自分を助けてくれたのはシモンだった。

　間一髪、まさにその言葉が相応しい。あと少しでも遅ければベアトリクスは湖底に沈んで帰らぬ人となっていただろう。
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「うぇ……うっ……」

　水を吐きながら涙をにじませると、

「ベアト様……！」

　泣きそうな声でセシリアが駆け寄ってくる。そして自分が濡れるのもかまわずにベアトリクスに抱きついた。

「よかった、ご無事で！」

「ベアト、どうして湖になんかに入ったんだ……」

　ベアトリクスは小さく首を横に振る。

「違うの……」

「ベアト？」

「ベアト様？」

　二人がベアトリクスの顔を見る。

　ベアトリクスは青ざめた唇で、ガタガタと身体を震わせながら小さく呟いた。

「誰かに、突き落とされたの……」

　二人が驚愕する。

「誰に突き落とされた？」

「わからない……顔を見る前に落ちてしまったから……」

　シモンの侍従が馬車に用意していたらしい膝掛けを持ってこちらにやってくる。

「殿下、ベアトリクス様、大丈夫ですか？」

「このままでは風邪を引いてしまう。急いで帰ることにする」

「はい、かしこまりました」

　シモンの侍従が馬車を呼びにいく間に、シモンはベアトリクスを膝掛けで包むと、そのまま彼女を抱きかかえる。

「シモン様、歩けます……！」

「こんなに震えているのに歩けるはずがあるか」

　珍しくシモンの声色は低く厳しい。実際、湖の水は思った以上に冷たくて、体温を急激に奪われたベアトリクスは、水で濡れたドレスも相まって、到底一人で歩けるはずなどなかった。

　だがそれでも、セシリアの前でお姫様抱っこされているというのは気恥ずかしく、シモンの胸に顔を寄せる。彼もまた、ベアトリクスと同じようにびしょ濡れだった。

「ごめんなさい、シモン様も風邪を引いてしまう……」

　申し訳なさでそう謝ると、シモンが鼻で笑う。

「僕はこれくらいで風邪を引くほど柔じゃないよ」

　確かに水で重くなっているはずのベアトリクスを平然と抱きかかえる姿は、細い線の顔立ちとまったく異なる印象を与える。

（シモン様も男性なのね……）

　今更、そんなことを再認識する。わかっていたはずなのに、シモンの顔があまりにも綺麗だから性別などないような気がしていた。

「あ、私、歩いて帰ります……！」

　馬車までたどり着くと、セシリアが突然そんなことを言った。

「何を言っているの。ここから寮までは遠すぎるわ」

　まだ明るい時間だが、貴族の娘が一人で出歩いて何かあったら困る。しかしセシリアは首を横に振り、頑なにそれを拒む。

「早くベアト様はお屋敷に戻られないと、本当に風邪を引いてしまいます」

　来るときは、王宮からベアトリクスの家を経由してから寮に行った。帰りもそうしたかったが、それでは順番的にセシリアの寮が先になると思ったのだろう。

「シモン様、私を送っていただいたあとにセシリアを送っていただけますか？」

　ベアトリクスがお願いすると、シモンは「かまわない」と承諾してくれた。

「ですが……！」

　何かを渋るセシリアに、シモンが気づいたように言う。

「ああ、ベアトを下ろしたあと、僕の侍従も同乗させよう」

　その言葉で、セシリアがシモンのことも気遣っていたのだとようやく気づいた。本当にいろんなことに気が回る子だと思う。

（別に二人きりでもいいのに……）

　そうしたら、寮の皆はセシリアとシモンが付き合い始めたと思うのではないだろうか。

　だからそれをセシリアは懸念したのだろうが、それはベアトリクスにとっても願ったり叶ったりのはず――

　それなのにまた、チクリと胸が針を刺されたかのように痛くなった。

　自分が望んだ通りになろうとしているのに、どうしてかそれが嬉しく思えない。

　ぎゅっとシモンにしがみつくと、優しくベアトリクスの背中を撫でてくれた。

　シモンはそのまま馬車の中に入ると、膝掛けで包んだベアトリクスをそのまま横抱きで抱きしめてくれている。お互いびしょびしょだったが、シモンの身体からは人肌の温かさが水で濡れた衣服越しでも感じられた。

　そのわずかな温もりに縋るように彼の胸に顔を埋める。

　馬車が静かに動き始める。

　それに合わさって、とくんとくんと、シモンの優しい心臓の音が耳に心地いい。

「ねえ、ベアト」

　シモンが優しい声でベアトリクスに問いかける。

「どうして僕とセシリア嬢を見て、森に隠れてしまったの？　そもそもなぜ、僕とセシリア嬢でボートになんか乗せたんだい？」

「シモン殿下、今はそのようなことを聞いている場合では……」

　セシリアが呆れたようにシモンを窘めた。本当ならそれは不敬ではあるが、ぐったりしているベアトリクスを見るに見かねてだろうことは、彼女の少しだけ尖った声色で感じ取れた。

　ベアトリクスはシモンの胸に顔を押しつけて、目を閉じたまま、ポツリと呟く。

「二人に仲よくなってもらいたかったの」

　その言葉に嘘はない。

　想定外だったのは、そのあとのことだ。

「けれど――」

「けれど、なに？　ベアト」

「二人が抱き合っているのを見たら、少し寂しくなってしまって……」

　シモンの胸がドクンと強く跳ねたのがわかった。

「ベアト様、それは当然ですよ……！　ベアト様と殿下は婚約者なのですから！　すみません、私が船上でバランスを崩さなければ……」

　セシリアがベアトリクスに謝ってくるが、それは違う。すべてはベアトリクスが望んだことなのだから、セシリアは謝る必要はないのだ。

「ん……セシリア……気にしないで。全部、私が悪いの……」

　掠れる声でそれだけ告げた。

（シモンの胸の音……少し速い……）

　ドッドッと、先ほどから妙に速くなっているし、そして身体が熱くなっている気がした。寒かったベアトリクスにはちょうどよかったが、どうしてそんな風にシモンの心音や体調が変わったのかはわからない。

　馬車の揺れも相まって、ベアトリクスはそのまま眠るように意識を手放してしまった。
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　馬車の中には気まずい沈黙が訪れる。

　すうすうとベアトリクスが完全に寝入った寝息が聞こえ始めると、シモンが口を開いた。

「勘違いしないでほしいけど、僕は君にまったく興味がない」

　いきなりそんなことを言われて、対面に座っていたセシリアは、一瞬だけ息を止めた。

　相手はこの国の王子だ。セシリアは自分の立場も身分も十分にわかってはいたが、シモンの瞳を真っ直ぐに見つめると、自分の言葉で返す。本来なら不敬ともとられかねない言葉ではあったが、今はそういう実直な言葉こそ必要だろうとセシリアは判断したからだ。

「奇遇ですね、私もあなたにまったく興味がありません」

　セシリアの言葉は、きちんとシモンに届いたらしく、彼は口角をわずかに上げて微笑んだ。

「よかった。君が僕目当てだったらどうしてやろうかと思ってたんだ」

　ベアトリクスの髪を優しく撫でながら、シモンは少しだけ砕けた感じになった。その物言いは物騒ではあったが、セシリアが正直に自分の気持ちを告げたので、シモンもそうしただけなのだろうとわかる。

　なんとなく……なんとなくではあったが、彼は自分とどこか似ている気がしたのだ。それは異性として惹かれ合うようなそんな雰囲気ではなく、ああ、この人は考え方や人へ向ける感情が近いのでは、と感じていた。

　だからなるべくなら一緒にはいたくない相手だ。手の内が自分と似ているならなおさら近づきたくはない相手だと言える。

　それでも近づいてしまうのは、互いに気に入っている者が同じだからに違いない。

　すやすやと気持ちよさそうに眠るベアトリクスの愛らしさに、思わず頬を緩めてしまうと、シモンが面白くなさそうに告げる。

「だったら今日も邪魔しないでほしかったな」

「……申し訳ありません。本当ならお断りするつもりでした」

　しかし、男爵家からセシリアのもとへ速達が届いたのだ。まるでこちらの情報が筒抜けのような内容だった。

『シモン殿下のすべてのお誘いをお受けしなさい』

　伯父でもある男爵が何を考えているのか手にとるようにわかって吐き気がしたが、もし命令に背けば母に何かされる可能性があった。この一年、死ぬ気で貴族の立ち居振る舞いや仕来りを叩き込まれた。容赦ない鞭よりも恐ろしかったのは、男爵の言葉だ。

「お前が出来損ないならば、あの母親をどうしてくれようか」

　聞くに堪えない母への嫌がらせの可能性に、セシリアは恐れから、必死に男爵の言葉に従った。

　セシリアが学院に入れられた理由はただ一つ、融資をしてくれる家を見つけろということだった。男爵家にひたすら金を融通してくれるような男をひっかけてこいと言ったのだ。

「お前の母親が私の弟をたらし込んだように、お前もたらし込んでこい」

　聞くに堪えない暴言に、心から逃げ出したかった。しかし、母を人質にとられているようなものなので、逃げようがない。

　だから、どうにか生き抜くための術を見つけるために、必死に勉強した。無駄とも言われかねなかったが、優秀な娘として男爵家の名前が広がることは悪いことではないと思ったからだ。

　そうして学院で、この地獄から逃げる糸口を探していたとき、ベアトリクスと会ったのだ。

「君の生家は何か勘違いをしているようだね」

「申し訳ありません……」

「寮への家具の寄付も、今日の誘いも、すべてはベアトリクスが望んだことだ。彼女の望みだから叶えたにすぎない」

「わかっております」

　誰が主導で動いてくれているのかなど、セシリアにもよくわかった。

　そして、そこにまったくの邪な心などない、純粋な善意しかないことも。

　ベアトリクスは、セシリアが未だかつて会ったことがないほど『無垢』で『聡明』な存在だった。

　無垢というのは、貴族令嬢らしからぬどこか幼い振る舞いからもわかる。突拍子のないことをしても、彼女がふにゃりと微笑むと、それだけで許したくなる愛くるしい可愛いらしさがあった。

　一方で聡明とは、貴族の意義、平民の意義をしっかりと自覚しながら、彼女はそのどちらに対しても平等であろうとしていた。平民出のセシリアを差別しなかったし、偏見もない。ただ優しいというわけでもなく、各階級の人がどんな立場なのかよく理解していた。

　矛盾をはらんだその二つが共存する彼女の精神の危うさをヒヤリとしながら観察したが、その心を守っていたのはシモンなのだとよくわかった。

「まあ、あまりにも大事にしすぎてしまったとは思っていたから、ちょうどよかったけどね」

　シモンが慈しむようにベアトリクスの頭を撫でた。

　出会ったとき、二人の間――特にベアトリクスがシモンに向ける愛情は、恋人と言うより家族へ向けられるような親愛の情に思えた。それはシモンがベアトリクスをとても大切にしている証拠なのだが、兄を慕うような愛情だけでは、この男は物足りなかったのだろう。

　先ほど、ベアトリクスはシモンに横抱きにされた状態でポツリと「寂しくなった」と呟いた。そのとき、ベアトリクスからはシモンの顔が見えなかっただろうが、セシリアからはとてもよく見えた。

　シモンは泣きそうな顔で笑っていた。

　そのとき、少しだけ……本当に少しだけではあったが、シモンの気持ちがわかったような気がした。兄のようではない嫉妬のような淡い感情を向けられたことが『嬉しい』と、シモンは思ったのだろう。そのことがわかってしまってセシリアは何とも言えない気持ちになってしまった。

　可愛らしいベアトリクス。愛くるしいベアトリクス。

　シモンにとってどれだけ彼女が大切な存在か、思い知らされた瞬間だった。

　だからこそ、彼女が湖に落ちてしまったことが、とても恐ろしく思えた。

「しかしいったい誰が、王族の貸し切った公園に入り込んで、こんなことをしたんだろうね」

　ポツリとシモンが言った。その声はさめざめとしている。

　セシリアはぎゅっと自分の両拳を膝の上で握りしめる。

「くだらないことを考えている馬鹿がいるのだろうけど、僕はね、僕の大切なものを誰かに壊されることほど嫌なものはないからね、きちんと代償は払ってもらう」

　彼が敵と認定した者が誰なのか。

　考えたくはなかったが、ここ数日のことを思うと、セシリアはもしやと自分の生家を疑う。侯爵令嬢に危害を加えるなどという浅慮なことをしそうな人間が思い当たることが腹立たしい。

「んー……そうだな、君にも少し協力してもらおうかな」

「私、ですか？」

　セシリアが戸惑いながら顔をシモンの方へと向けると、シモンは美しい微笑をたたえたまま言う。

「そうしたら、たとえ君の生家に何が起ころうとも君に害が及ばないようにしてあげてもいい。まあ、僕が手を回さずともベアトリクスは今のところ、とっても君を気に入っているから全力で君を助けるだろうけど……」

「私は……おこがましいかもしれませんが、ベアト様の庇護に入るのではなく、ベアト様を護る側になりたいです」

　ベアトリクスの助けをもらいたくて彼女と一緒にいるのではない。彼女の人柄に惹かれて一緒にいるのだから、自分もできればシモンのような立ち位置にいたいのだと言うと、スッとシモンの目が細まった。

「本当におこがましいね」

　バッサリとセシリアを切り捨てる言葉をシモンは言ったが、すぐに「まあ、鳥かごは大きい方がいい」と自分の中で納得する。

「いいよ、この件が終わったら学院卒業後はベアトの傍で働けるように手を貸そう」

「ありがとうございます、殿下」

　願ってもない言葉にセシリアは座りながらも深く頭を下げた。






　その日、学院寮内には大変センセーショナルなニュースが広まった。

　シモン殿下がまるで恋人のようにセシリア男爵令嬢に寄り添って、寮まで送ってきたのだと言う。

　実際はベアトリクスを送り届けたあとにシモンがセシリアを寮まで送り届けただけなのだが、そのときの二人の様子はどこか親しげに見えたそうだ。

　そして、ベアトリクスの意識のないところで、彼女の目論んでいた出来事は、勝手に真実味を帯びてくるのである。

　つまり、ベアトリクスの婚約破棄が――
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　ぐすっ、ぐすっと子どもの鼻を啜る音がした。

　きっとそれは誰かが泣いている声だろう。声に出して泣けばいいのに、鼻を啜って必死にそれを耐えている気配に、ベアトリクスは誰が泣いているのだろうと、庭園の中をキョロキョロと見回した。

　そこは王宮の庭園だ。色とりどりの薔薇が咲き誇る生け垣をよけながら、気配の方へと行く。

　すると金色の髪の美しい男の子が、しゃがみ込んで俯いていた。

「泣いているの？」

　ちょこんと自分もしゃがみ込んで、己がとても小さいことに気づく。まだ七歳くらいだろうか。ぷくぷくの手で金色の髪にちょんちょんと触れると、十歳くらいの男の子が顔を上げた。

　その顔に見覚えある。幼いシモンだ。

　しかし、こんなに幼い彼に会った覚えがないので、訝しがりながらもベアトリクスは尋ねる。

「どうしたの？」

　話しかけると、シモンは泣きべそをかきながらベアトリクスを無視した。そして手で彼女を追い払おうとする。

　ベアトリクスはシモンの前に移動し、ちょこんと座り直すと、その金色の髪にそっと手を伸ばした。そして、なでなでと小さな手でシモンの頭を撫でる。

「よしよし」

　自分が泣いているとき、よく母親がしてくれることをする。シモンは自分が慰められていることに気づいたらしく、苦笑いを浮かべた。

「君みたいな小さな子に泣き顔を見られるなんて恥ずかしいな」

　自分も子どもだろうに、そんなことを言うシモンはまったく子どもらしくなくて、幼子になっているベアトリクスは悲しくなる。

「よしよし、よしよし」

　必死に撫でながら、ぽろぽろと涙を零すと、シモンがハッとした顔でこちらを見た。

「僕の代わりに泣いてくれるの？」

　こくりと頷くと、シモンがぎゅっとベアトリクスを抱きしめてくる。小さな子どもと言っても、ベアトリクスの方が小さい。お人形のようにぎゅうぎゅうとシモンはベアトリクスを抱きしめてくる。

「僕は汚い大人にならなくちゃいけないけど、君は綺麗なままでいてくれる？」

　どういう意味かわからないが、ポンポンと背中を叩けば、彼は嬉しそうにまた強くベアトリクスを抱きしめた。

　そうして、そのままその温もりが温かいと思いながら目をつむり――






　夢の中で寝てしまったと思ったら、現実で目が覚めた。

　すぐに何の夢を見ていたのか曖昧になってしまったが、シモンの夢を見た気がする。

「ベアトリクス様、お目覚めですか……！」

　マーガレットがホッとした顔で、ベアトリクスの顔をのぞき込んでくるが、隈がひどい。

　起き上がると、自分が風邪で寝込んでいたのだと知らされた。

　どうやら湖で落ちたあと、そのまま寝込んでしまったらしい。気づけば二日も休んでいたと知り驚く。

　幸い、熱も下がったようだし今日から学院に行くと言えば、珍しくマーガレットが戸惑いの色を顔に浮かべる。

「どうしたの……？」

「実は、しばらく学院はお休みになった方がいいとシモン殿下から連絡が……」

「そう。でも今日は行きたいから行くわ」

「ベアトリクス様、病み上がりだというのに……！」

「それでも、セシリアやシモン様に失礼なことをしてしまったから、謝らないと」

　そういえばどうして湖に落ちてしまったのだろうか。

　その前後の記憶がひどく曖昧だ。綺麗に抜け落ちてしまった記憶に気持ち悪さを覚える。

　ともかく、二人には多大な迷惑をかけてしまっただろうし、なるべく早く謝罪したい。

　マーガレットが必死に止めたが、頑として譲らず、そのまま学院に行く支度をさせた。ベアトリクスが休むと思っているため、シモンの迎えはないことはわかっていたので、侯爵家の馬車を用意して学院に向かう。

　いつもは二人で通学しているので、少し寂しくは思えたが、学院に行けば会えるだろうし、少しでも早く二人に会って謝罪したかった。

　――異変に気づいたのは、学院に到着してすぐだった。

　馬車を降りて自分の教室へ向かう中、遠巻きに自分を見つめる人々の目。

　何とも言えない表情の彼らの視線に、何かが起きたらしいということはわかった。

「べ、ベアトリクス様――!?」

　教室に入るとトレイナが珍しく丸い眼鏡をズリ落としながら驚いた顔を見せた。

「おはよう、トレイナ」

「あ、お、おはようございます。ベアトリクス様」

　珍しく動揺する彼女に、ベアトリクスが休んでいる間のことを聞こうとしたが、どうにも要領を得ない。

「あの、何かの間違いといいますか……その……」

「？」

　そうこうするうちに間もなく授業が始まるので自分の席に着く。

　気鬱ではあったが、引き出しを開けると、そこにはやはり手紙が入っていた。

　取り出しては目立つので、引き出しの中で手紙を開く。大きく目を見開いてしまったのは、そこにある一言が何とも嫌味臭かったからだ。

『可哀想なベアトリクス。お前の婚約者はよその女を好きになってしまった』

　思わず鼻で笑ってしまう。

　いったいこの手紙は誰がベアトリクスの机に入れていくのだろうか。

　初めて手紙を受け取ったのは今年になってからだった。最終学年となり新しいクラスになってすぐだ。

　そのときはたった一文。

『今すぐ婚約破棄をしろ』

　と脅し文句が綴られていた。

　それからは毎日、『お前はシモン殿下に相応しくない』『学院で優秀な成績も収められない無能』『大して美しくもないくせに』と、よくもつらつらと出てくるものだと、逆に感心するような誹謗中傷が書かれていた。

　初めは気にしないつもりでいたのだが、何度も何度も繰り返される手紙に、だったら、婚約破棄してもよいのかもしれない――そう思ってしまったのがついこの前のことだ。

　だから、セシリアのような代わりの令嬢まで探して、婚約破棄にこぎ着けようと思ったのだ。

　表だっては妖精姫と呼ばれ、皆に愛されているかのように言われるが、実際の自分の評価は違うと思っている。

　奇矯な婚約者、ポンコツ令嬢。名ばかりの貴族令嬢。

　自慢だと思っていたピンクゴールドの髪は、阿呆らしく見えることをベアトリクスはその手紙から知った。頭の軽いご令嬢――それが世間のベアトリクスに対する評価なのだ。

　友達だって自分と似た風変わりな男爵令嬢ぐらいで、同じくらいの地位の貴族令嬢の友達はいない。

　自分はあまりにも他の令嬢とは違う。

「ベアトはベアトのままでいいんだよ。違うことを気にしなくていい」

　そうシモンは言ってくれているが、果たしてそれはシモンの婚約者として許されることなのか。

　そんな迷いが、婚約破棄という選択をベアトリクスに与えてしまったのだ。

（でも、こんなに悲しい気持ちになるなんて思いもしなかった……）

　手紙をそのまま机の引き出しに押し込んで、ベアトリクスは授業の準備を開始する。

　今日の授業は別の意味で気が入らないと思いながら、淡々と授業を受け、そして休み時間――いつもならシモンがやってくるのだが、今日は学院に来たことを告げた覚えはないので、シモンもまさかベアトリクスがいるとは思っていないはずだ。幸い、彼の侍従も教室に尋ねてこないようなので、ベアトリクスは離席しようとする。

「あ、あの、ベアトリクス様。今日は私と教室でゆっくりしませんか？」

　珍しくトレイナがそう声をかけてきたが、ベアトリクスはそれを丁重に断る。

「ごめんなさい、今日はセシリアに会いにいこうと思うの」

　とりあえず、シモンには謝罪すると先に怒られそうな気がしたので、セシリアを優先することにした。

「そ、それはよした方がいいと思うのですが……」

「あら、どうして？」

「じ、実はシモン殿下とセシリア様がここ二日、いつも一緒にいらっしゃって……」

　言いづらいことのように重い口を開いてトレイナが言った。

「シモン様とセシリアが？」

「とても仲睦まじい様子で……おそらく今日も休み時間には……」

　暗に二人が一緒にいると言われて、ベアトリクスは「そう……」と答えた。

「でもそれなら、謝りたいことがあるからちょうどいいわ」

　二人一緒なら、謝罪も一度で済む。

　それに悪役令嬢らしく、二人でいるところを目撃して嫌味の一つでも言えば、あっさり婚約破棄までいくかもしれない。

　そこまで考えて、また胸がツキリと針で刺したかのように痛んだ。

　自分で婚約破棄をしたいと思って始めたことなのに、まったく以て自分の気持ちだというのにままならない。

　それでもベアトリクスは立ち上がると、セシリアのいる棟へと向かうことにした。

「ベアトリクス様……本当に行かれない方が……！」

「私は大丈夫です」

　後ろからトレイナが腰巾着のようについてきたがそのまま歩いていく。

　ベアトリクスのいる棟と、セシリアの棟を繋ぐ渡り廊下に来たときだった。

　目前から歩いてくる男女の姿が見えた。

　木漏れ日が眩しい時間帯だ。

　キラキラと煌めく水色と金色が眩しい。

　思わず一瞬だけ眇めた。

　その光景を、ベアトリクスは以前、湖でも見た。

（ああ、本当に、嫌になってしまうくらいお似合いなのね）

　目前から歩いてくるのは、シモンとセシリアだった。

　すらりと長身に整った顔立ちのシモンの横に、これまた凜とした立ち姿のセシリアが並ぶ姿は、絵画のように美しい。

「そうですか、わかりました」

　真剣な顔で話しかけているシモンに対し、強く頷いたセシリアが、ふと、誰かの視線を感じたらしくこちらを見た。

　ピタリとその足が止まる。その横を歩いていたシモンも、彼女に合わせるように足を止め、訝しげにセシリアを覗う。

「セシリア？」

　ずいぶん親しげにシモンはセシリアを名前で呼ぶのだな、と初めて知った。

　大きく目を見開いてこちらを見るセシリアの視線を追って、シモンもこちらを見た。

「ベアト……っ！」

　そしてようやく自分の名前を呼んだシモンの、その驚愕の顔に、彼は自分がここにいることを望んでいなかったのだとすぐにベアトリクスは悟った。

「トレイナ」

　ベアトリクスがトレイナの名前を呼んだ。

「は、はい！」

「私が休んでいる間、シモン様はずっとこんな感じだったの？」

　自分でもいつもとまったく違う声が出ているとよくわかった。けれど、声色を変えることも前を見つめる視線を和らげることも、今は到底できそうにない。

「えっと……その……」

「トレイナ、どうだったの？」

　もう一度問い返せば、トレイナはびくびくとしながらも答えてくれた。

「ここ数日、お二人はずっと休み時間にこのようにお話しされておりました」

「そう……」

　だからトレイナは休み時間も教室にいようと声をかけてくれていたのだろう。彼女の気遣いを無駄にしてしまったことを申し訳なく思ったが、今はそれでよかったとも思える。

「ベアト、どうしてここに？」

　シモンがこちらに慌てて駆け寄ってこようとする。

「止まってください」

　しかし、それを一声で留まらせた。

「ベアト……？」

　シモンが困惑した顔でこちらを見ている。

　困惑したいのはベアトリクスの方だ。

　どろり、と胸の奥に黒くて落とせない粘着質な何かが湧き出た気がした。

（ああ、私、今初めて悪役令嬢の気持ちがわかった気がする）

　嫌われるようにわざと意地悪をしたんじゃない。

　好きだから意地悪をするのだ。

　どうして婚約者なのに、私を見てくれないのかと、悲しくて、怒りたくて、意地悪をするのだ。

　ベアトリクスはシモンを見たあと、その横に立つセシリアを見た。

　ここでひと睨みを利かせて、セシリアにひどいことを言えば、シモンも婚約破棄したくなるかもしれない。

　それなのに――

「私、シモン様との婚約を破棄したいです」

　出てきた言葉は、そんな言葉だった。

「え……」

　シモンが何を言われているのか理解できないという顔をしたが、ベアトリクスは二人に対してやんわりと微笑む。

　本当はにっこり笑えたらよかったのに、そうできなかったのはくしゃりと顔を歪めてしまうと泣いてしまいそうだったからだ。

　シモンもセシリアも、ベアトリクスにとっては大切な人だ。大好きな人だ。

　お似合いの二人を祝福する以外、何ができようか。

　ベアトリクスは膝を軽く曲げるとスカートを持ちあげて、そのままシモンとセシリアに背を向けて去っていく。

「ベアト様……！」

「シモン殿下、カラベルト男爵が――！」

　セシリアが切羽詰まった声でベアトリクスを呼んだが、そのタイミングでシモンの侍従が何かを彼に告げていた。背を向けてしまったので、シモンがどんな顔をしているのかわからなかったが、見えなくてよかったかもしれない。
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　闇雲に道を歩いていたら、いつの間にか人気のないところへと来てしまった。

　鐘も鳴って休み時間も終わっている。

「あの……ベアトリクス様……」

「あら、トレイナ、ついてきてくれたのね」

　てっきり授業に戻ったのかと思ったが、ベアトリクスについてきてくれたらしい。

「ありがとう、ついてきてくれて」

「ベアトリクス様……」

　トレイナがやんわりとはにかんだ笑みを見せてくれる。

「あの……せっかくですから、落ち着いたところでお休みになりませんか？」

「あなたは学院のいろんなところを知っているのね」

「いえ……」

　トレイナが照れながらも案内してくれたところは、楽器室だった。

「そういえばここは人気がなくていいと言ってたわね」

「はい、今は授業中ですし誰もこないと思います」

　学院に寄付された楽器一つ一つを眺めていると、トレイナが尋ねてくる。

「あの……本当にシモン殿下との婚約を破棄されるのですか？」

　聞きづらいことをずいぶん単刀直入に聞いてくると思ったが、ベアトリクスは首を傾げて曖昧に微笑む。

「どうかしら……」

「え？」

　あのときはそう言ってはみたが、ベアトリクスとシモンの婚約は王が決めたものだ。二人が単純に話しただけで破棄できるようなものでもないことは、ベアトリクスにもわかっていた。

　そしてセシリアの生い立ちも決してよいとは言えない。たとえ男爵家に養女として入ったとしても、第二王子の婚約者となるには家格が圧倒的に低すぎる。それを補うほどの器量と能力がセシリアにはあるが、わざわざ侯爵家を敵に回してまで男爵家がセシリアを婚約者として押し上げられるほどの力もない。

　現実は、そう簡単に割り切れるものではないのだ。

「シモン様がセシリアのことを愛していると仰っても、愛人にすべきだという話で落ち着いてしまうかもしれないわね」

「それでは……シモン殿下とベアトリクス様の婚約はこのままということですか？」

「そうね、しばらくは……」

　まあ、そうならないようにベアトリクスも両親に頼んでみようとは思うが、そうそう簡単にはいかないだろう。男爵家としても侯爵家を敵に回すよりは、愛人として売り込む気持ちの方が強いかもしれない。

「でも、なるべくセシリアがシモン様と結婚できるように……」

　そう言った瞬間、ドンッと背中を強く押された。

「え？」

　よろめいて振り向くと、トレイナが青ざめた顔でベアトリクスを見ていた。

「トレイナ……？」

「そ、そうなると、私が困るんです……！」

　トレイナは真っ青な顔でギリギリと唇を噛みしめている。あまりにもきつく唇を噛みしめているので、ブチリと唇がかみ切れて、赤い血が彼女の唇から一滴垂れた。

「トレイナ、血が……」

　思わず手を伸ばすと、パシリとトレイナはその手を叩き払った。

　そしてガシガシと乱暴に自分の髪をかきむしると、かけていた丸眼鏡を外して自分のポケットにしまいこむ。そんな乱暴なトレイナの姿を、ベアトリクスは初めて見た。

「どうして！　どうして婚約破棄してくれないのですか！」

　部屋中に響くような大きな声に、ベアトリクスはビクリと身体を震わせた。

　トレイナがそんな風に声を荒げるのは珍しい。

　彼女はズカズカと間合いを詰めてくると、ベアトリクスの顔スレスレのところで立ち止まって、こちらをギロリと睨んだ。

「馬鹿みたいなピンク色の髪をして、脳天気な女のどこがいいのかしら！」

「トレイナ……？」

　一瞬、トレイナが何を言っているのか理解できなかった。それくらいいつもの彼女とはまったく違う話し方に、ベアトリクスは恐れさえ感じてわずかにあとずさる。

「勉強だって大してできないし、友達だってほとんどいない。こんなのがどうしてシモン殿下に相応しいのか……！」

　彼女の口から並べ立てられる罵詈雑言は、どこか聞き覚えがあった。いや、正確には見覚えがあると言っていい。

　それと似たようなことを、文字で見たばかりだ。

「せっかく頭が悪いあなたのことを思って、短い文章で手紙まで書いてさしあげたのに、どうして早く婚約破棄してくれないんですか!?」

「まさか……あの手紙……」

　ニヤリと笑ったトレイナの顔で、これまで立て続けに入れられた手紙の主が誰なのかを確信する。眼鏡を外した彼女は、いつもの善良な市民顔のトレイナとまったく違っていた。

　つり上がった目のきつめの美人だ。今まで眼鏡で隠れていたが、実際はとても綺麗な令嬢だったことに驚いてしまう。

　だがしかし、美人だからといってベアトリクスにあんな悪質な手紙を送り続けることは許されないはずだ。

「どうして……？」

「どうして？　どうしてもこうしてもありませんよ。私、シモン殿下とこの楽器室で逢い引きしていたんです！　お腹の中には殿下の子どももいます！　だから、早く殿下と結婚しないとならないんです！」

「シモン様と……？」

　まさに寝耳に水だった。この楽器室で男女が二人きりになるという話を教えてくれたのはトレイナだったが、まさかそこでトレイナとシモンが逢い引きして、しかもトレイナのお腹にシモンの子どもがいるなんて、どこまで信じていいのかわからない。

　しかし、嘘だと断じるには、唇を真っ赤にしたトレイナを前にしては言いづらいものもあった。

「でもトレイナ、あなた婚約者が……」

　そう言うと、ギッとトレイナの視線がいっそうきつくなった。

「どうして私は借金の形で売られるのに、アナタは殿下と結婚できるのよ！」

　苛立ったような声に、彼女の叫びを聞いた。

　年上の婚約者だとは聞いていたが、まさか借金の形だとは思いもしなかった。

「あーー、もう、どうして私ばっかりこんな貧乏クジ……！　どうして!!」

　ガシガシと再び頭をかき回す姿はあまりにも異様な雰囲気を醸し出していた。

「シモン殿下はここで暗い中、私を愛してくださいました。私と殿下は愛し合っているんです！　なのにあなたがずっと殿下の婚約者で居続けるから……！」

　ズンッとさらに近づいてこようとするトレイナに、あとずさりながら離れると、彼女は不愉快そうに眉間に皺を寄せた。

「早く婚約破棄して、その地位を私にください！　早く！　早く!!」

　切羽詰まったトレイナの目は、まったく光がない。

「待って……落ち着いてトレイナ」

「ああ、腹立たしい！」

　がしっと強い力で両手を掴まれる。自分と同じくらいの体格のトレイナとは思えないほど、両手を握る握力は強い。

「こんなことなら、湖で溺れ死んでくれていたらよかったのに！」

　トレイナの言葉に、今度こそベアトリクスは言葉を失った。

（そうだ、私……湖で誰かに突き落とされて――！）

　すっかり抜け落ちていた記憶は、あまりにも物騒な事実だった。

　自分で落ちたのではなく、誰かに突き落とされた。それは、誰かがベアトリクスの命を狙っている可能性に繋がるのだ。

　のんびり学院に来て、シモンとセシリアに謝罪を――なんて言っている場合ではなかった。

　あの湖で溺れそうになったことはほとんどの人が知らないはずだ。ベアトリクスの家の者が知らなかったのだから、シモンが口止めしていたのだろう。まして、ベアトリクス自身でさえそのまま寝込んで、すっかりそのことを忘れていた。

　そんな事実なのだから、トレイナが知るはずなどないのだ。

　彼女が、ベアトリクスを突き飛ばした犯人でない限り。

（あ――）

　週末に国立公園に行くことを、ベアトリクスはトレイナに言っていたことを思い出す。

　彼女だけは先にそのことを知っていた。

「どうしてあのとき、溺れ死ななかったのかなあ！」

　確実にトレイナが犯人だと気づいて、ベアトリクスの血の気が引いた。

（怖い……！）

　トレイナの言いようが恐ろしい。

　自分を殺そうとしているのだと、今、改めて実感した。

「トレイナ、落ち着いて」

　なるべく刺激しないようにそう言ったが、トレイナはさらにグググとベアトリクスを圧迫してくる。

　ついには窓際まで押しやると、彼女はニヤリとまた笑った。

「そうだ……ここから落ちたらいいんじゃない？　そして、それをカラベルト男爵のせいにしたら、あの女も一緒に消せる！」

「トレイナ、それはあまりにも無理が……！」

「無理じゃないわ。だってこの楽器室にくる人なんていないもの。ベアトリクス様がここから落ちて死んだところで、誰もすぐには気づかないわ」

　自分と大して体格的には変わらないトレイナのどこにそんな力があるのか。

　必死でベアトリクスは抵抗するがまったく敵わない。

　とうとう、トレイナはベアトリクスの手を握りしめたまま、閂を器用に外してキィッと音を立てて窓が開いた。

　閉め切った部屋の中に、外の光が差し込んでくる。ヒヤリとした風が背中を撫で、ベアトリクスはゾッとした。幸いうつ伏せではないので真下を見ることはないが、楽器室の階は四階だ。落ちたら無事で済まないことは見なくともわかった。

　グイッとそのまま窓の外に押しつけられ、背中が窓から出た。

「トレイナ、こんなことをしたってあなたがシモン様の婚約者になれるはずは……！」

「あら、カラベルト男爵令嬢がなれるなら、私だって同じ男爵令嬢だもの、なれるはずよ！」

　どこからそんな自信が出てくるのかわからないが、確かに今、眼鏡を外した彼女ほど綺麗なら、王族からの縁談があってもおかしくはないと思えた。

　実際には、シモンはベアトリクスと、彼女が十歳のときに婚約してしまっていたのだが。

「トレイナ……」

　光のない瞳は、外の光を浴びようが澱んだままだ。それでもトレイナの顔が苦しそうに歪められて、ぐっとさらに外へと押し出される。楽器室はこの建て屋の三階にある。落ちたらそれこそタダでは済まない高さだ。

　えび反りながら外に押し出される。トレイナが自分の全体重を使って押してくる。

「トレイナ……！」

　どこにそんなに力があるのか。しかも運が悪いことに二日も寝込んでいた身体には、まったく力が入らない。トレイナの力にベアトリクスは押し負けて、ついには上半身がすべて窓の外に出てしまった。

「お可哀想なベアトリクス様。欲深いカラベルト男爵のせいで殺されてしまうんですね」

（いや、殺すのはカラベルト男爵ではなくトレイナだし……）

　いろいろとツッコミどころが多すぎるが、それに突っ込むほど愚かでもない。

「ベアトリクス様、私とシモン殿下の幸せを願って死んでください！」

　そう言った瞬間のトレイナの顔は、これぞ『悪役令嬢』と言われても遜色ない鬼女のような顔だった。

　ベアトリクスはさすがにそれには反論を叫んでいた。

「無理!!」

　セシリアのために婚約破棄するならまだ許せるが、こんなヤンデレ悪役令嬢のために婚約破棄、ましてや殺されるなんて絶対にあり得ない。

　ベアトリクスは最後の力を振り絞って抵抗を試みる。

　両手で落とそうとしているトレイナの足下が疎かになっていたので、自分の足を使って蹴り上げた。

　しかし、それは当然ながら悪手だった。

　バランスを崩したトレイナがそのままベアトリクスの上にのしかかってくる。

　窓から出ていた上半身に、トレイナの身体がのしかかってきて、そのまま窓の外へと身体が傾く。

「きゃあ！」

　もう駄目だ――！

　そう思った瞬間、ぐんっと誰かの手が伸びて、窓から楽器室の中に引きずりこまれた。

　右手は女の子の手。

　左手には男性の手。

　彼らはトレイナを引き剥がすと、二人でベアトリクスに抱きついてくる。

「ベアト！」

「ベアト様……！」

　聞き慣れた声は、シモンとセシリアのものだった。

「まったく君は……」

「ご無事でよかったです」

　二人の声が心配そうに重なる。
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　恐る恐る二人の顔を見ると、セシリアは涙ぐんでいたし、シモンはいつになく動揺した顔でベアトリクスを見ていた。

　ベアトリクスは二人の顔を見た瞬間、ポロリと言葉を零す。

「ごめんなさい……」

　それは心配をかけてしまったこと、婚約を破棄したいと言ったこと、疑ってしまったこと、いろいろあったが、それでも二人がこうして助けにきてくれたことがたまらなく嬉しかった。

「ごめんなさい……！　ごめんなさいっ……!!」

　二人にしがみつきながら、ベアトリクスはしみじみと思った。






（ああ、私、絶対悪役令嬢なんか無理……！）







＊＊＊＊＊








　そのあとのことは、シモンがすぐに対処してくれた。

　トレイナが言っていた楽器室での逢瀬や妊娠は、彼女の想像だった。

　シモンがベアトリクスから話を聞くやいなや、問答無用で女性の保健医を呼び寄せてトレイナの身体を調べさせたのだ。

　ひどく不安定な様子が見られたトレイナは、逮捕されずにそのまま病院の方へと連れていかれた。

　机の引き出しに入れられていた手紙のこともついでに話したら、案の定、こっぴどく叱られた。

「この手紙があれば、すぐにベアトを誰が狙っていたかわかったじゃないか！」

「まあ、机の引き出しに、誰にも気づかれずに手紙を入れるなんて、学生とかですものね。まして隣の席であれば、簡単だったでしょうし……」

　セシリアも少しだけ困った顔でベアトリクスを見てきたので、深々と二人に頭を下げて謝った。

　二人とも、ベアトリクスを襲ったのはカラベルト男爵だと思っていたらしい。

　だからベアトリクスが寝込んでいる二日間、セシリアと学院内でカラベルト男爵の痕跡を調べていたのだと言う。

　二人が一緒にいた理由が自分だと知り、ますますベアトリクスは申し訳なくなった。

「まあ、カラベルト男爵は関係なかったようだけど、いろいろ横領していたようだから、ついでに彼らも捕まえておいた」

　休み時間に侍従がシモンに話しかけていたときは、ちょうどカラベルト男爵を逮捕したときだったらしい。

「そもそも、僕に珍鳥だなんて言ったことは、断固として許されないよね」

　よく意味がわからなかったが、セシリアがこれ以上虐められなくなったのなら、それはそれでいいと思う。

　後ろ盾がなくなってしまったセシリアだが、シモンがベアトリクスの家に援助を頼んでくれたらしく、父母も娘の友達でなおかつセシリアの優秀さに鑑みて、卒業までのあと半年、セシリアの後見人になってくれることになっていた。

　そしてそのあとは、王宮女官の打診が来ているようで、試験が難しいと聞くそれもセシリアなら難なくクリアできることは察せられた。

　それらをベアトリクスが再び寝込んでいた二日間で済ませてしまったのだから、二人の力量たるや考えるに未知数で計り知れない。






「――で、なんでベアトはこっちにこないのかな？」

　いろいろ片付けたあとの帰りの馬車。シモンの対面にはベアトリクスとセシリアが座っている。そしてぎゅうぎゅうとセシリアの腕にしがみつくベアトリクス。シモンは器用にも額に青筋を浮かべながらも、微笑みをたたえてそんな二人を見ている。

「普通は婚約者である僕にしがみつくべきでは？」

「いやあ……うーん」

「ベアトリクス？」

　愛称ではなく呼んでいるあたり、シモンが面白くないと思っているのはわかったが、どうしてもベアトリクスはセシリアから離れがたかった。

「今回のことを通して、私、シモン様のことをとても好きだなと改めて実感できたんです」

　セシリアにしがみつきながらもそう言うと、シモンが驚きで目を瞠る。

「ベアト……」

「セシリアとシモン様が並んでいる姿はとってもお似合いだったけど、見ていてやっぱりしんどくて……ああ、私、シモン様のこと、好きなんだなあ……と」

「ベアト、おいで。今晩は城の僕の部屋で寝よう」

　両手をシモンが広げたが、ベアトリクスはセシリアの手から離れない。

「けれど、いろんな人に好かれる美貌というのも考えものですね……婚約者だから妬まれる分にはまだ気にしませんが、殺されそうになるのはさすがにちょっと怖いな……と今回しみじみ思いました」

「ベアト!?」

　トレイナの変容は、ベアトリクスにとって本当に衝撃だった。

　あんなに自分と仲よくしてくれていたトレイナが、まさか裏では罵詈雑言の手紙を机に入れてきた上にベアトリクスを殺したいほど憎んでいたなんて、どれほどシモンのことを妄執的に愛していたのかと思った。

　シモンのことは好きだが、ベアトリクスにはそこまで執愛はない。

　それに、シモンのことをこれ以上好きになって、あんな風に妄執に囚われるのもごめんだとは思った。

「ベアト、どう考えてもそうなる人の方が少ないから！」

「そうわかってはいるんですけど、これからもそういう人が現れないとは限らないじゃないですか。だったら婚約破棄した方がいいかな、と」

「ベアト！」

「でも、もうセシリアとシモン様がくっつくのを応援するのは辛いから、だったら、同じくらい大好きなセシリアと、私がくっついて婚約破棄してもらおうかな、と思いまして」

「あら……」

　セシリアが自分にベアトリクスがしがみつく理由を知り、少しだけ嬉しそうに目を瞠る。

「セシリア、私と付き合ってくれますか？」

「私でよろしければ喜んで」

「ちょっと待って！　それはちょっとおかしい！」

　シモンが青ざめた顔で二人の間に割って入ってくる。そして強引にベアトリクスの手を引っ張ると自分の方へと引き寄せて、ぎゅうっと抱きしめた。

「ベアトリクスは、僕の婚約者だ。誰がなんと言おうと、僕が結婚するのはベアトリクスだけだ！」

　力強く断言するシモンに、ほんのり胸が温かくなった。

　けれど、今はそのことをベアトリクスはシモンに言う気にもなれず、セシリアの方を見て、ふにゃりと笑った。

　セシリアがそんなベアトリクスを見て、胸を押さえる。

「私……ベアト様となら、本当に付き合ってもいいと今思いました……」

「あら、私は本当に本気よ？」

「ベアト！」

　シモンが珍しく必死な声を張り上げたので、ベアトリクスはクスクスと声を上げて笑った。

　帰りの馬車は思いのほか賑やかに、ベアトリクスは侯爵家へと帰ることができた。

















エピローグ












「マーガレット、私、〝良いこと〟を思いついたの！」

「またですか」

　鏡の前に座り、純白のドレスに身を包んだ可愛らしい主に対して、思わずマーガレットはそう零した。

　何故なにゆえ、よりにもよって今日、何を思いついたのかと思わなくもないが、式まではまだ時間がある。丹念にメイドたちによって仕上げられたベアトリクスは、花の妖精のように美しい。

　感動もひとしおで、「何か飲まれますか？」と尋ねたところで、冒頭の台詞なのだから頭が痛い。

「で、何を思いついたのですか？」

　とりあえず聞いておいてあげなければ、大切な式の最中に何かあってもまずい。

「私、悪役令嬢になるのは無理だったけど、悪役公爵夫人って素敵だと思わない？」

「今度は何の影響ですか？」

「隣の国で、王子様と王子妃様のお子様を亡き者にしようとしたって話があったじゃない？」

「ああ、ありましたね……」

　隣の国は相変わらずセンセーショナルなゴシップが多い。もう少し落ち着けないものかと隣国のことながらマーガレットは思うのだが、ベアトリクスにとっては違うらしい。

「だから悪役になって、シモン様から離婚を突きつけられたら面白いかなって」

「まったく、なんにも、ちっとも面白くないですね！」

　あれだけシモンと仲睦まじいのに、どうして自分の主人はそんなことを思いつくのか。「皇太子様のご子息を暗殺しようとするのは国のためにもよくないから、ちょっと意地悪してみようと思うの」

　物騒な発言きた！　と思ったが、もういい加減慣れてきたので、マーガレットは続きを聞いてあげることにする。そうした方がベアトリクスにはいいとわかっているからだ。

「例えばどんな……？」

「木登り競争で勝つ、とか」

「他には？」

「お勉強ごっこで私が勝つのもいいわね」

　どう考えても遊び相手だと思ったが、それでどうやってシモンとの離婚に繋がるのかマーガレットにはさっぱりわからなかった。

　しかも、今日はベアトリクスとシモンの結婚式だというにもかかわらず、だ！

　よりによって、結婚式当日に離婚について考えているのだから、縁起でもない。

「ベアトリクス様はシモン殿下がお嫌いなのですか？」

　思わず不安になってそう尋ねると、ベアトリクスはキョトンとした顔で鏡越しにマーガレットを見つめた。

「大好きよ？」

「だったらなぜ、離婚などと……」

　周囲に人はいないが、声を潜めてそう言うと、クスリとベアトリクスは笑った。

　その顔は、普段の純真無垢なベアトリクスとは少しだけ違う雰囲気で、マーガレットは一瞬ドキリとする。

「鳥かごの中ってたまに退屈だから外に逃げたくなるのよね……」

「はい？」

「大切に、綺麗なものだけに囲まれていてほしいって思ってくれるのは嬉しいけど、私、それだけじゃつまらないもの。たまには汚いものをポケットに詰め込んで冒険したくならない？」

　子どものように無邪気に、だが大人になった今、その表情はどこか危険をはらんでいるようにも見えて、ゴクリとマーガレットは生唾を飲み込んだ。

　マーガレットが何か言おうとしたが、それを遮るようにトントンとノックの音がした。

「ベアトリクス様、準備はいかがでしょうか？」

「大丈夫です」

　案内役が時間を告げる。それに返事をしてベアトリクスはすっくと立ち上がった。

「ベアトリクス様、ブーケです」

「ありがとう」

　マーガレットからブーケを受け取ると、花嫁らしくなく肩を回してベアトリクスは言う。

「このブーケ、絶対セシリアに届くように投げないと」

「ベアトリクス様、王族の婚儀でブーケトスはないですよ」

「あら、あってもいいじゃない」

　クスクスと陽気に笑うベアトリクスは本気でブーケを投げかねない。

　先ほどはベアトリクスに少しだけ怖さを覚えたが、今の彼女にはそんな気配は消えていたので安心する。

「それでは行ってくるわね」

「はい、このたびはおめでとうございます」

　深々と頭を下げると、ベアトリクスはとても可愛らしい笑みを浮かべて、シモンの待つ聖堂へと向かう。

　久しぶりの王族の結婚式だ。今日は都中が賑やかになるだろう。

「あ、マーガレット！」

　控え室を出ようとしたベアトリクスが振り返った。

「いかがなされましたか？」

「私、頑張って立派な悪役公爵夫人になるわ！」

　ベアトリクスの鮮やかな笑顔に、マーガレットもいつものように祝福を送る。

「はい。頑張ってくださいましね」

　ベアトリクスの賑やかな一日はそうして始まった。







了
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